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業 績 リス

看護実践開発科学講座

1論	 文

1.学	 術 論 文 

1)NishiikeS,OginoS,IrifuneM,ArimotoH, 

SakaguchiY,TakedaM,BabaK,MiyakeY,Harada 

T.Measurementofqualityoflifeduringdifferent 

clinicalphasesofJapanesecedarpollinosis. 

AuriaNasusLarynx2004;31:135-139 

2)MiyazakiY,OkumiyaA.PredictionofObesityin
 

DownSyndrome,IndividualsUsingBMIandBlood
 

PressureRecords.JournalofPhysicalTherapy
 

Science2004;16(1):65-71
 

3)KanzakiH,MakimotoK,TakemuraK,AshidaN.
 

Developmentofweb‐basedqualitativeandquant


itativedatacollectionsysto皿s:Studyondaily
 

symptomsandcopingstrategiesamongJapanese
 

rheumatoidarthritispatients.NursHealthSci
 

2004;6:229-36


4)荻	 野 敏 、 他46名 ス ギ 花 粉 症 に対 す る 塩 酸 セ チ リ


ジ ン初 期 投 与 に よ る 有 効 性(第 三 報)SF-36に よ る


PCS/MCSの 検 討 耳 鼻2004年50巻28-36頁


5)角	 谷 千 恵 子 、 荻 野 敏 、 入 船 盛 弘 、 菊 守 寛 、 瀬 尾 律 、


竹 田 真 理 子 、 玉 城 晶 子 、 馬 場 謙 治 、 嶽 良 博 、 池 田 浩


巳 、榎 本 雅 夫 ス ギ 花 粉 症 に お け る ア ウ トカ ム 研 究


(第1報)花 粉 飛 散 期 と 非 飛 散 期 の 支 払 意 思 の 比 較

ア レ ル ギ ー2004年53巻589-595頁

6)角	 谷 千 恵 予 、 荻 野 敏 、 嶽 良 博 、 池 田 浩 巳 、 榎 本 雅 夫


ス ギ 花 粉 症 に お け る ア ウ トカ ム 研 究(第2報)ス


ギ 花 粉 症 初 期 療 法 効 果 に 対 す る 服 薬 状 況 の 影 響


ア レ ル ギ ー2004年53巻669-675頁


7)有	 本 啓 恵 、 東 直 人 、 片 田 圭 宣 、 佐 野 由 紀 子 、 荻 野 敏


ス ギ ・ヒ ノ キ 科 花 粉 症 患 者 セ ル フ ケ ア の 実 態 ア ン


ケ ー ト 調 査 よ り ア レ ル ギ ー2004年53巻


676-682頁


8)木 村 淑 美 、 有 本 啓 恵 、 藤 井 可 絵 、 入 船 盛 弘 、 佐 野 由

紀 子 、荻 野 敏 河 内 長 野 市 に お け る 花 粉 飛 散 と 気 象

状 況 耳 鼻 臨 床2004年97巻741-747頁

9)荻	 野 敏 、 他46名 ス ギ 花 粉 症 に 対 す る 塩 酸 セ チ リ


ジ ン 初 期 投 与 に よ る 有 効 性(第 四 報)多 断 層 別 分
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ト(2004)

析 に よ る検 討 耳 鼻2004年50巻361-368頁

10)本 田育 美 、田 中 マ キ 子 、小 平 京子 、成 田伸 、木 村 義 、

奥 宮 暁 子 、城 戸 良 弘 、江 川 隆 子 看 護 診 断 「足 の皮

膚 統 合 性 障 害 リス ク 状 態 」の 同定 に関す る研 究 一

糖 尿 病 患 者 を対 象 と した 危 険 因 子 の検 討 一 看 護

診 断2004年9巻1号6-15頁

1D本 田育 美 、 神谷 千 鶴 、大 徳 真 珠子 、新 谷 恵 子 、栗 原

宏 子 、南 茂 孝 生 、佐 藤 智 巳、奥 宮 暁 子 、宮 川 潤 一 郎 、

江 川 隆 子Semmes‐WeinsteinMonofilamentを 用

い た糖 尿 病 性 神 経 障 害 の 評 価 と有 用 性 一 測 定 部

位 と判 定 法 の検 討 か ら一 糖 尿 病2004年47巻3

号239-245頁

12)奥 宮暁子 知的障害者旅設}こおける肥満症の現況

一脂肪分布 とくに内臓脂肪量評価 の重要性一 肥

満研究一2004年10巻2号177-182頁

13)片 嶋充弘、恩田智彦、山口亨、梁美和、前田和久、

奥宮暁子、西田誠、中村正、松澤佑次 腹部生体イ

ンピーダンス法を用いた内臓脂肪量測定器 の開発

一測定原理の検証一 健康医学2004年19巻3号

7-12頁

14)高 橋知子、鈴木純恵 わが国のICU看 護にみられる

呼吸理学療法手技を活用 した呼吸管理に関する研

究の現状1999年 か ら2003年 の日本集中治療医学

会総会プログラムより 茨城県立医療大学紀要

2004年9巻37-47頁

15)鈴 木純恵、丹下幸子、細矢智子、土屋陽子、市村久

美子、金子 昌子、堀内ふき、黒木淳子 成人 ・老人

看護学実習における学生の学び 一リハビリテー

ション看護領域の実習感想文より一 茨城県立医

療大学紀要2004年9巻119-131頁

2.会 議録 

1)	 OginoS.Allergicrhinitisandantihistamin‐From
 

theviewpointofQOL.MethodsandFindingsin
 

ExperiClinPharmacology,2004;26(Supp1.2):53-54
 

2)	 YaguraH,TonoikeM,YamaguchiM,NakagawaS,
 

SitaniK,OginoS.MEGmeasurementofevent‐related
 

brainactivityevokedbyemotionalprosody
 

recognition,Proceedingsofthe14161nternational
 

ConferenceonBiomagnetism,2004;555-556
 

3)	 MakimotoK.Women'shealthissuesinJapan:
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WesterninfluenceonmindandbodyofJapanese
 

women.Proceedingofthe6'hNursingAcademic
 

InternationalCongressonMindandBody,Seoul,
 

Korea2004;61-62
 

4)AshidaN,KanzakiK,TakemuraT,MakimotoK.
 

DevelopmentofTele‐careSymptomManagementSupport
 

SystemfortheRheumatoidArthritis,2,APT
 

TelemedicineWorkshop,2004;190-193


5)荻 野 敏 ス ギ 花 粉 症 に対 す る抗IgE抗 体 療 法 東 海

花 粉 症 研 究 会 誌2004年15巻2号33-'36頁

6)荻 野 敏 花 粉 症 患 者 の 望 む 治 療 薬 と は?(花 粉 症 治

療 薬 に対 す る 満 足 度 調 査:街 頭 イ ンタ ビ ュー に よ る)

耳 鼻 免 疫 ア レル ギ ー2004年22巻2号94-95頁

7)門 田亜 矢 、浦 梨 枝 子 、荻 野 敏 ア レル ギ ー 性 鼻 炎 患

者 にお け るUtility(効 用) .:QOL(EQ5D)を 用 い て の 検

討 耳 鼻免疫 ア レル ギー2004年22巻2号96-97頁

8)角 谷 千 恵 子 、荻 野 敏 、榎 本 雅 夫 ス ギ 花 粉 症 初 期 療

法 効 果 へ の 服 薬 状 況 の影 響 耳 鼻 免 疫 ア レ ル ギ ー

2004年22巻2号126-128頁 ・

9)池	 田 七 衣 、吉 場 暁 子 、 荻 野 敏 ス ギ 花 粉 飛 散 量 の 変

動 に伴 う ス ギ 特 異 的IgE抗 体 価 の年 次 変 化 耳 鼻 免

疫 ア レル ギ ー ・2004年22巻2号128-129頁

10)矢 倉 晴 子 、外 池 光 雄 、 山 口雅 彦 、 中 川 誠 司 、 須 谷 康

一
、荻 野 敏 情 緒 的 プ ロ ソデ ィ 認 知 にお け るMEG信

号 の計 測 日本 生 体 磁 気 学 会 誌2004年17巻1号

Il2-ll3頁

11)大 橋 敬 子 、 國 生 拓 子 地 域 で 生活 す る 精 神 障 害 者 の

日常 生 活 実 態 に つ い て の 一考 察 第35回 日本 看 護 学

会 抄 録 集 一精 神 看 護 一2004年35巻23頁

3.研 究報 告

1)大	 橋 ゆ り子 、 錦 織 正 子 、 鈴 木 純 恵 、 永 田 博 司 、 落 合

幸 子 公 開講 座 「青 年 の性 と生 」 でg)世 代 間 交 流 の

可 能 性 茨 城 県 立 医 療 大 学 紀 要2004年9巻

219-225頁

2)鈴 木 純 恵 精 神 機 能 障 害 を伴 う脳 血 管 障 害 患 者 の 行

動 科 学 的 学 習 方 法 の 開 発 科 学 研 究 補 助 金 萌 芽研

究2001-2003年

4.大 学 ・研 究 所 等 の 報 告

D紙 野 雪 香 臨 地 実 習 にお け る指 導 方 法 に関 す る 一 考

察 一 死 と向 き合 う患 者 を受 け持 っ た 学 生 の 変 容 体

験 に焦 点 を 当 て て 一 大 阪 大 学看 護 学 雑 誌2004年

10巻1号57-64頁

5.解 説 ・総 説

1)荻	 野敏 菊 守 寛 馬 場 謙 治 花 粉 症 治 療 のQOLに よ

る 評価 臨 床 と薬 物 治 療2004年23巻36-39頁

2)荻	 野 敏 抗IgE抗 体(Omalizumab)療 法Topicsin

Atopy2004年3巻4号48-49頁

3)長	 野 拓 三 、 福 録 恵 子 、荻 野 敏 ア トピー 性 皮 膚 炎 に

お け るQOL特 に うつ 状 態 と の 関係 につ いて'ア レ

ル ギ ー の臨 床2004年24巻69-74頁

4)荻	 野 敏 、 菊 守 寛 、馬 場 謙 治 花 粉 症 治 療 のQOLに よ

る 評価 臨 床 と薬 物 治 療2004年23巻36-39頁

5)荻	 野 敏 、竹 田 真 理 子 、 有 本 啓 恵 ア トピー 性 皮 膚 炎

と 花 粉 症 の 合 併 か らだ の 科 学2004年235号

56-57頁

6)荻	 野 敏 環 境 因 子 か らみ た 治 療 のポ イ ン ト、 ア レル

ギ ー 性 鼻 炎CHNICIAN2004年51号150-153頁

7)荻	 野敏 花 粉 症 診 断 の 注 意 点Animus2004年34号

18-21頁

8)荻	 野 敏 鼻 ア レル ギ ー の薬 物 治 療 鼻 ア レル ギ ー フ

ロ ンテ ィア2004年4号2巻24-27頁

9)荻	 野 敏 、瀬 尾 律 鼻 ア レル ギ ー と副 鼻 腔 炎:ア ス ピ

リ ン喘 息 の 診 断 と管 理 耳 喉 頭 頸2004年76巻

107-111頁

10)荻 野敏 ス ギ 花 粉 症 に対 す る抗IgE療 法 感 染 ・炎

症 ・免 疫2004年34号2巻143-145頁

11)荻 野 敏 ア ス ピ リ ン喘 息 の 発 症 メカ ニ ズ ム と上 気 道

病 態 の 治 療 ア レル ギ ー 科2004年18巻41-45頁

12)荻 野 敏 入 船 盛 弘 、 馬 場 謙 治 、 菊 守 寛 疾患 特 異 的

QOL調 査 票 に よ る ア レル ギ ー 性 鼻 炎 の評 価 ア レル

ギ ー の 臨 床2004年24巻842-845頁

13)角	 谷 千 恵 子 、荻 野 敏 、 宮 武 明 彦 、 谷 口正 実 、 三 代 康

雄 気 管 支 喘 息 患 者 にお け る 聴 力障 害 ア レル ギ ー

の 臨床2004年24巻75-79頁

14)荻 野 敏 昆 虫 ア レル ギ ー;ア レル ギ ー 相 談 室Q&A

ア レル ギ ー の 臨 床2004年24巻564頁

15)荻 野敏 学 会 印 象 記 第23回 欧 州 ア レル ギー 臨床 免

疫 学会 議(EAACI)ア レル ギー ・免 疫2004年11巻

1380-1381頁

16)荻 野敏 コ ラ ム 「花 粉 症 患 者 のQOL」 今 月 の治 療

2004年12巻12号1250頁

17)荻 野 敏 お くす り説 明 術 「ア レル ギ ー 性 鼻 炎 」 医

薬 品情 報BOX2004年 秋 号38-39頁

18)荻 野敏 、 榎 本 雅 夫 対 談 「日常 診 療 にお け る ア レル

ギ ー性 気 道 疾 患 の考 え 方 第3回QOLを 踏 ま え た 初

期 治療 」Prog.Med2004年24間2731-2737頁
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19)荻 野敏 、川 内 秀 之 、原 田保 座 談 会 「QOLか らみ た花

粉 症 初 期 療 法 の 有 用 性 」PharmaMedica2004年

22巻12号69-77頁

6.そ	 の 他

u著	 書

1.一般著書

2.専門著書

1)荻 野敏 ア レルギー検査 エクセルナース[検 査編]

松岡緑、他編2004年416-417頁 メディカルレビ

ユー社

2)江	 本愛子、安が平伸枝、鈴木純恵 活動と休息2004

年 講談社

3)内	 田雅子 ヴァージニア ・ヘンダーソン やさしく

学ぶ看護理論改訂版 黒田裕子編2004年 日総研

3.教科書

1)奥	 宮暁子 リハ ビリテーションの対象者の特徴 障

害の概念 成人看護学Dリ ハビリテーション患者の

看護(第2版)氏 家幸子監修2004年9-18頁 廣川書店

2)奥	 宮暁子 二次障害の予防 成人看護学Dリ ハ ビリ

テーション患者の看護(第2版)氏 家幸子監修2004

年39-45頁 廣川書店

3)安	 酸史子、鈴木純恵、吉田澄恵 ナーシンググラフィ

カ22成 人看護学 成人看護学概論2004年 メデ

ィカ出版

lll招	 聘 講 演 ・シ ンポ ジ ウ ム等

1.国 際 学 会 

1)MakimotoM.Women'shealthissuesinJapan:Western
 

influenceonmindandbodyofJapanesewomen.The
 

61hNursingAcademicInternationalCongresson
 

MindandBody.June24-25.2004,Seoul,Korea


2.国	 内学 会

1)荻	 野 敏 招 聘 講 演 ア レル ギー 疾 患 ・花 粉 症 守 口

市 医 師 会 学 術 講 演 会.2004年12月 、守 口市

2)荻 野 敏 招 聘 講 演 ア レル ギ ー 性 鼻 炎 とQOLお

よ び 治 療 と の 関連 第75回 札 幌 市 耳 鼻 咽 喉 科 医会

学 術 研 修 会.2004年1月 、札 幌 市

3)荻	 野 敏 招 聘 講 演 ス ギ 花粉 症 とQOL広 島県 耳 鼻

咽 喉 科 医会 学 術 講 演会.2004年1月 、広 島 市

4)荻	 野 敏 招 聘 講 演 ス ギ 花粉 症 とQOL第15回 岡 山

耳 鼻 咽喉 科 感 染 免 疫研 究 会.2004年2月 、 岡 山 市

5)荻 野 敏 招 聘 講 演 花 粉 症 に対 す る 第2世 代 抗 ヒス

タミン薬 の使 い方(耳 鼻科の立場か ら)第2回

InteractiveSymposium「 花粉症 の診断と治療」.

2004年2月 、大阪市

6)荻 野敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎のQOLと 医療

経済的検討 日本耳鼻咽喉科学会山梨県地方部会

研修会.2004年2月 、甲府市

7)荻 野敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎のQOLお よび

医療経済学的検討 第63回 日本耳鼻咽喉科島根県

地方部会学術講演会.2004年2月 、松江市

8)荻	 野敏 招聘講演 耳鼻咽喉科か ら見たアスピリ

ン喘息 第22回 大分耳鼻咽喉科臨床研究会.2004

年2月 、大分市

9)荻	 野敏 招聘講演 一般開業医における小児アレ

ルギー性鼻炎の実態 第3回 北摂地区開業医臨床研

究会(耳 鼻咽喉科).2004年3月 、大阪市

10)荻 野敏 ランチ ョンセ ミナー スギ花粉症の病態

と治療における抗ヒスタミン薬の位置づけ 第77

回日本薬理学会.2004年3月 、大阪市

11)荻 野敏 招聘講演 ズギ花粉症に拳ける抗IgE抗 体

療法 第10回 香川アレルギー研究会・2004年5月 ・

高松市

12)榎 本雅夫、荻野敏、角谷千恵子 イブニングシンポ

ジウム11近 年のスギ花粉症の実態と予防対策:初

期治療による花粉症予防対策 第16回 日本アレル

ギー学会春季臨床大会.2004年5月 、前橋市

13)荻 野敏 招聘講演 アレルギー性鼻炎とQOLお よび

治療との関連 第209回 北九州耳鼻咽喉科臨床懇話

会.2004年6月 、北九州市

14)荻 野敏 招聘講演 スギ花粉症に対する抗IgE抗 体

療法30回 東海花粉症研究会.2004年6月 、名古屋市

15)荻 野敏 招聘講演 スギ花粉症のQOLと 医療経済

第35回 和歌山 ・泉南花粉研究会.2004年7月 、和

歌山市

16)荻 野敏 招聘講演 耳鼻科領域 における漢方療法

第20回 伊豆耳鼻科記念懇話会.2004年7月 、熱海市

17)荻 野敏 招聘講演 抗IgE抗 体療法 第4回 アレル

ギー性鼻炎治療研究会セミナー.2004年10月 、東京都

18)荻 野敏 招聘講演 鼻アレルギーとQOL日 本耳鼻

咽喉科学会神奈川県地方部会学術集会.2004年11

月、横浜市

19)荻 野敏 シンポジウム 「ARIA関連シンポジウム」;

アスピリン喘息と鼻茸の関連について 第54回 日

本アレルギー学会総会.2004年11月 、横浜市
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IV学 会 一 般 演 題

1.国 際 学 会 

1)OginoS,TakedaN,HaradaT.Theeffectofcetirizine 

prophylactictreatmentforqualityoflifein 

patientswithJapanesecedarpollinosis.Analysis 

withautomaticinteractiondetector,A231°Congress 

oftheEuropeanAcademyofAllergologyand 

ClinicalImmunology(EAACI2004),June.2004, 

Amsterdam,Netherland 

2)KakutaniC,OginoS,EnomotoT.Comparisonof 

clinicalefficacyandcost‐qualityofantihistamines 

inearlytreatmentforcedarpollinosis,23`h 

CongressoftheEuropeanAcademyofAllergology 

andClinicalImmunology(EAACI2004),June.2004, 

Amsterdam,Netherland 

3)YaguraH,TonoikeM,YamaguchiM>NakagawaS,
 

SitaniK,OginoS.MEGmeasurementofevent‐related
 

brainactivityevokedbyemotionalprosody
 

recognition,The14'hInternationalConferenceon 

Biomagnetism(BIOMAG2004),August.2004,Boston,USA 

4)YaguraH,TonoikeM,vakagawaS,KobayashiY, 

OginoS.Corticalactivitiesofemotionalprosody

recognition二AMEGsturfyThegbhlnternational 

EvokedpotentialSymposium,October.2004,Fukuoka> 

Japan 

5)NakamuraM,KidoY.Nursingassignmentfor 

gastrointestinalsymptomsofpost‐gastrectomy 

patientsinJapan.5thInternationalNursing 

ResearchConference,2004,KoriyamaFukushima,Japan 

6)FujitaK,MakimotoK,AotokebuchiT,IkedaT.The

FactorsReIatedtoQualityofLifea皿ongJapanese 

PatientsUndergoingTotalHipArthroplasty(THA): 

The7thEastAsianForumofNursingScholars 

(EAFONS)meeting,March.2004,HongKong,China
 

?)KanzakiH,MakimoioK,AshidaN,TakemuraT.
 

Developmentandimplementationofqualitativeand
 

quantitativedatacollectionsystemsusingthe
 

Internetforanexaminationofpatternsofdaily
 

symptomsandcopingstrategiesbyfemaleRA
 

patientsinJapan.The8thEastAsiaForumof
 

NursingScholars(EAFONS)>March.2004,HongKong,
 

China
 

8)SeikoH,MakimotoK.Upperbodyvs.lowerbody
 

forced‐airwarmingduringprolongedabdominal
 

surgery.AORN5151Congress,March-25.2004,San
 

Diego


9)NozakiC,Maki皿otoK,KawamuraY,MotodaS.Methods 

forinvestigatingnursingerrors:Areviewofthe
 

literature.The7thEastAsianForumofNursing
 

Scholars(EAFONS)meeting,March.2004,HongKong,
 

China
 

10)AshidaN,KanzakiK,TakemuraT,MakimotoK.
 

DevelopmentofTele‐careSymptomManagement
 

SupportSystemfortheRheumatoidArthritis,2,
 

APTTelemedicineWorkshop,2004


2.国	 内 学 会

1)荻	 野 敏 花 粉 症 患 者 の 望 む 治 療 薬 と は?(花 粉 症 治

療 薬 に対 す る満 足 度 調 査:街 頭 イ ンタ ビュ ー に よ る)

第22回 日本 耳 鼻 咽喉 科 免疫 ア レル ギ ー 学 会.2004

年3月 、札 幌市

2)門	 田 亜 矢 、 浦 梨 枝 子 、 荻 野敏 ア レル ギ ー 性 鼻 炎 患

者 に お け るUtility(効 用):QOL(EQ5D)を 用 い て の 検

討 第22回 日本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー 学 会.

2004年3月 、札 幌 市

3)角 谷 千 恵 子 、荻 野 敏 、榎 本 雅 夫 ス ギ 花 粉 症 初 期 療

法 効 果 へ の 服 薬 状 況 の 影 響 第22回 日本 耳 鼻 咽 喉 科

免疫 ア レル ギ ー 学 会.2004年3月 、 札 幌 市

4)池	 田七 衣 、 吉 場 暁 子 、荻 野 敏 ス ギ 花 粉 飛散 量 の 変

動 に伴 うス ギ 特 異 的IgE抗 体価 の 年 次 変 化 第22回

日本 耳 鼻 咽 喉 科 免 疫 ア レル ギ ー学 会.2004年3月 、

札 幌 市

5)泉	 憲 政 、角 谷 千 恵 子 、荻 野 敏 、福 井 裕 行VASを 用 い

た 各 種 ヒ ス タ ミ ンH1拮 抗 薬 の効 果 お よ び副 作 用 に よ

る比較 日本薬 学会 第124年 会.2004年3月 、大 阪市

6)角 谷 千 恵 子 、荻 野 敏 、 池 田浩 巳 、 嶽 良 博 、 榎 本 雅 夫

ス ギ花 粉 症 初 期 療 法効 果 へ の 服 薬 状 況 の影 響 第53

回臨床ア レル ギー研 究会(関 西).2004年5月 、大 阪市

7)荻 野 敏 花 粉 症 治 療 薬 に対 す る満 足 度 調 査;街 頭 イ

ンタ ビ ュー によ る 第16回 日本 ア レル ギ ー 学 会 春 季

臨 床 大 会.2004年5月 、前 橋 市

8)角 谷 千 恵 子 、 荻 野 敏 、 池 田 浩 巳 、 嶽 良 博 、榎 本 雅 夫

ス ギ 花 粉 症 にお け るOutcome研 究(第2報)初 期 療

法 の 実 態 とQOLの 地 域 間 比 較 第16回 日本 ア レル ギ

ー 学 会 春 季 臨 床 大 会 .2004年5月 、 前 橋 市

9)角 谷 千 恵 子 、 荻 野 敏 、 池 田浩 巳 、 嶽 良 博 、 榎 本 雅 夫
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スギ花粉症におけるOutcome研 究(第3報)ス ギ花

粉症状の日常生活への影響 第16回 日本アレルギー

学会春季臨床大会.2004年5月 、前橋市

10)荻 野敏Websiteを 用いたスギ花粉症患者の受信状


況の検討 第105回 日本耳鼻咽喉科学会総会.2004


年5月 、広島市


ll)矢 倉晴子、外池光雄、山口雅彦、中川誠司、須谷康

一、荻野敏 情緒 的プロソディ認知におけるMEG信

号の計測 第19回 日本生体磁気学会.2004年6月 、

徳島市

12)荻 野敏 シンポジウム 「鼻アレルギー とQOL」 各論

『SF-36を 用いた鼻アレルギーQOLに ついて』 第9

回鼻アレルギー治療研究会.2004年7月 、豊中市

13)中 川智子、荻野敏、近藤幸子、丸山一伸、金田重人

通年性および季節性アレルギー性鼻炎の診断におけ

る特異的IgE抗 体価、誘発テス トの関係について 第

25回 日本臨床薬理学会.2004年9月 、静岡市

14)荻 野敏VASを 用いた抗 ヒスタミン薬の効果および

副作用の比較 第43回 日本鼻科学会総会.2004年

9月 、東京

15)矢 倉晴子 外池光雄 中川誠司 小林葉子 荻野敏

「喜び」「悲しみ」「通常」の感情的音声に対する脳

の反応の測定一MEG信 号測定による検討 第28回 日

本神経心理学会総会.2004年9月 、広島市

16)荻 野敏 十全大補湯が有効であった習慣性舌根扁桃

炎の1症 例 第20回 日本耳鼻咽喉科漢方研究会.

2004年10月 、東京

17)荻 野敏、角谷千恵子、池田浩巳、嶽良博、榎本雅夫

スギ花粉症初期療法としてのロラタジン+吸 入ステ

ロイ ド併用療法の有効性 第54回 日本アレルギー学

会総会.2004年II月 、横浜市

18)竹 田真理子、荻野敏、入船盛弘、原田保、小笠原圭

子、片岡真吾、川内秀之JRQLQを 用いたスギ花粉症

に対するエバスチン初期投与の有効性に関する検討

第54回 日本アレルギー学会総会.2004年11月 、横

浜市

19)荻 野敏、福井裕行VASを 用いた抗ヒスタミン薬の効

果および副作用の比較 第54回 日本アレルギー学会

総会.2004年tt月 、横浜市

20)池 田七衣、荻野敏、有本啓恵、岩田伸子Website

における花粉症情報提供(第3報)一 地域と初期治療

第54回 日本アレルギー学会総会.2004年11月 、横

浜市
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21)門 田亜矢、荻野敏、瀬尾律、菊守寛、馬場謙治、玉

城晶子 一般開業医における小児アレルギー性鼻炎

の実態 第54回 日本アレルギー学会総会.2004年

11月 、横浜市

22)矢 倉晴子、外池光雄、中川誠司、小林葉子、荻野敏

情緒的プロソディ認知に関すMEG信 号測定 第19回

生体 ・生理工学シンポジウム.2004年11月 、大阪市

23)田 口豊恵、城戸良弘、妙 中信之、西村信哉、井 口直

也 、鹿島泰子 サーカディアンリズムを考慮した術

後のブライ トケアの有効性 第49回 日本集中治療医

学会近畿地方会.2004年 、大津

24)田 口豊恵、城戸良弘、矢野雅彦、安田卓司、宮田博

志、森田輝代、門田守人 食道癌術後患者に対する

ブライ トケアの効果 第41回 日本外科代謝栄養学

会.2004年 、松山

25)片 嶋充弘、恩田智彦、山口亨、梁美和、中村正、前

田和久、下村伊一郎、奥宮暁子、松澤佑次 腹部生

体インピーダンス法を用いた実用的内臓脂肪測定器

の開発5皮 下脂肪量の影響 第45回 人間 ドック学

会.2004年8月 、名古屋市

26)梁 美和、中村正、前田和久、岸田健、下村伊一郎、

奥宮暁子、松澤佑次、片嶋充弘、恩田智彦 腹部生

体インピーダンス法を用いた実用的内臓脂肪測定器

の開発6メ タボリックシンドロームの診断 ・減量効

果評価 第45回 人間 ドック学会.2004年8月 、名

古屋市

27)奥 宮暁子、中村正、恩田智彦、片嶋充弘、松澤佑次

知的障害者における肥満症の実態 一内臓脂肪量評

価の重要性一 第45回 人間 ドック学会.2004年8

月、名古屋市

28)奥 宮暁子、中村正、梁美和、前田和久、下村伊一郎、

恩田智彦、松澤佑次 知的障害福祉施設利用者の肥

満に関する研究(第 二報)一 内臓脂肪量評価一 第

25回 日本肥満学会。2004年9月 、大阪市

29)恩 田智彦、梁美和、前田和久、中村正、下村伊一郎、

奥宮暁子、松澤佑次 腹部生体インピーダンス法を

用いた内臓脂肪測定器開発5皮 下脂肪量の影響

第25回 日本肥満学会.2004年9月 、大阪市

30)梁 美和、恩田智彦、山口亨、中村正、前田和久、下

村伊一郎、奥宮暁子、松澤佑次 腹部インピーダン

ス法を用いた内臓脂肪測定器の開発6メ タボ リッ

クシンドロームの診断 ・減量評価 第25回 日本肥満

学会.2004年9月 、大阪市



大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌Vbl.11No.1(2005)

31)牧 本清子、芦田伸介、関川暁 英語版 と日本語版の

院内感染アウトブレイク調査データベースの開発

第11回 ヘルスリサーチフォーラム.2004年11月 、

東京都

32)藤 田君支、牧本清子、佐藤和子 人工関節置換術を

受けた患者の手術前後のQOL第24回 日本看護科学

学会学術集会.2004年12月 、東京都

33)金 子昌子、黒木淳子、鈴木純恵、丹下幸子、市村久

美子 終末期看護実習における学生の学び 一感想

文の内容分析を通して一 日本看護学教育学会第14

回学術集会.2004年7月

34)津 山享子、鈴木純恵、黒木淳子、市村久美子他 術

後疼痛緩和におけるリラクセーション法の有効性に

関する研究 第23回 日本看護科学学会学術集会.

2004年12月

35)北 畠由喜、刀谷峰子、寺師榮、河村葉子 三次救命

救 急 セ ンター にお け る救急 看 護 師 のSeondary

TraumaticStress(STS)の 検討 精神看護 第35回

日本看護学会.2004年7月

36)許 田志津子、河村葉子、野崎智恵子、牧本清子 看

護事故の分類方法に関する文献 レビュー 第24回 日

本看護科学学会学術集会.2004年12月 、東京都

37)瓜 崎貴雄、京極多歌子、寺師榮、河村葉子 救急看

護師のス トレス対処法 一自律訓練法の効果 一 第

6回 日本救急看護学会.2004年9月

38)安 本友子、京極多歌子、寺師榮、河村葉子 除細動

施行に対する看護師の認識調査 第6回 日本救急看

護学会.2004年9月

V受	 賞

1)Research/evidence-basedpracticeposterd王splay 

sessionsland2Researchposterawardofmerit,
 

Upperbodyvs.lowerbodyforced‐airwarming
 

duringprolongedabdominalsurgery,SeikoH,Makimoto
 

K.March-25.2004,SanDiego,AORN51S`Congress.


w特 許

W共 同研究 ・外部資金

1)リ	 ハ ビリテーション専門看護師養成カリキュラムの

開発、宮腰 由紀子、奥宮暁子、泉キヨ子、石鍋圭子、

野々村典子、大原良子、川崎裕美、藤井宝恵、科学

研究費基盤研究(B)(2)、2003-2004年

2)ハ	 イテク機器による痴呆性高齢者の行動パターンモ

ニター方法の開発と徘徊危険因子の解明、牧本清子、

鈴木みずえ、密山幸男、泉キヨ子、芦田信之、三菱

財団社会福祉助成金、2004年

3)'看	 護学生の職業的アイデ ンティティの形成と教育に

関する研究、落合幸子(茨 城県立医療大学)、鈴木純

恵、紙野雪香他、外部資金(茨 城県立医療大学学内

プロジェクト研究)、2004年

4)核	 医学のリハ ビリテーション医療への利用に関する

研究、石川演美(茨 城県立医療大学)、 金子昌子(茨

城県立医療大学)、鈴木純恵他、外部資金(茨 城県立

医療大学学内プロジェク ト研究)、2004年

生命育成看護科学講座

1論	 文

1.学 術 論 文 

1)NakajimaY,YamajiK,OhashiK.Fetalheartrate 

anduterinecontractionduringautomobiledriving.
 

JObstetGynecolRes2004;30:15-19
 

2)YamamotoK,IaumiR,HasegawaK,NakajimaH
 ,
 

OhashiK,KudoR,OkudaH,TakahashiT,Origasa
 

H,SugimoriH.Adjuvantoral5‐fluorouracilfor
 

cervicalcancer:JapaneseGynecologicOncology
 

GroupReport.IntJOncol2004;24:1175-1179


3)松 下 敦 、 和 佐 勝 史 、 内 山 里 美 、 曹 英 樹 、 清 水 義 之 、

高 木 洋 治 、福 澤 正 洋 、 山 東 勤 弥 マ ン ガ ン1μmolを

含 む 微 量 元 素 製 剤 を 長 期 投 与 後 の 血 中 微 量 元 素 の 濃

度 の 検 討 静 脈 経 腸 栄 養2004年19巻2号45-48頁

4)吹 田 麻 耶 、 高 木 洋 治 在 宅 静 脈 栄 養 法 施 行 患 者 の

qualityoflifeに 関 連 す る 要 因 の 分 析 日 本 看 護

研 究 学 会 誌2004年27巻1号107-113頁

5)仁 尾 か お り 、 藤 原 千 惠 子 先 天 性 心 疾 患 を も つ 思 春

期 の 子 ど も の コ ー ピ ン グ 第34回 日本 看 護 学 会 論 文

集 一 小 児 看 護 一2004年65-67頁

6)文 字 智 子 、 高 田 一 美 、 石 見 和 世 、 仁 尾 か お り 、 高 谷

裕 紀 子 、 河 上 智 香 、 藤 原 千 惠 子 小 児 専 門 病 院 に お

け る 看 護 師 の 職 務 ス ト レ ス 研 究 第34回 日本 看 護 学

会 論 文 集 一 小 児 看 護 一2004年141-143頁

7)藤	 原 千 惠 子 入 院 中 の 病 児 家 族 コ ー ピ ン グ に 関 す る

研 究 一 疾 患 お よ び 入 院 期 間 に よ る 差 異 一 第34回

日 本 看 護 学 会 論 文 集 一 小 児 看 護 一2004年

147-149頁
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8)藤	 原千惠子 入院中の小児がんの子どもをもつ母親

のコーピングと状況要因および心理的ス トレス反応

との関連 日本小児看護学会誌2004年13巻1号

40-45頁

9)仁	 尾かお り、藤原千惠子 先天性心疾患をもつ思春

期の子 どもの母親の思いと配慮 日本小児看護学会

誌2004年13巻2号26-32頁

10)高 谷裕紀子、高城美圭、高城智圭、流郷千幸、宮内

環 藤原千恵子 小児の看護師ス トレッサー尺度の

作成 とその信頼性 ・妥 当性の検討 小児保健研究

2004年63巻6号741-728頁

ll)河 上智香、西村明子、藤原千恵子、石井京子、仁尾

かおり、高谷裕紀子、星和美、彦惣美穂、林田麗、

石見和世、古賀智影 看護系大学卒業看護師の属性

によるキャリア認知の差異 第34回 日本看護学会論

文集 一看護総合一2004年63-65頁

12)河 上智香、藤原千恵子、上野恵美子、谷 口佳生理4

年制看護系大学の学生が持つ子どものイメージ構造

第34回 日本看護協会論文集 一看護教育一2004年

103-105頁

13)林 田麗、河上智香、西村明子、藤原千恵子、石井京

子、仁尾かお り、高谷裕紀子、星和美、彦惣美穂、

石見和世、古賀智影 看護経験3年 未満の大学卒業

看護師のキャリア認知と職務ストレスの関係 第34

回 日本看護協会論文集 一看護教 育一2004年

148-150頁

14)沖 永剛、永井利三郎 特集 脳炎 脳症 髄膜炎 〈

病態の理解か ら診断へ〉 多発性硬化症 小児内科

2004年36巻7号1150-1153頁

15)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の

受容と家族へのかかわ り(1)育 成2004年367号

16)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の

受容 と家族へのかかわ り(2)育 成2004年368号

17)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の

受容 と家族へのかかわ り(3)育 成2004年369号

18)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の

受容と家族へのかかわり(4)育 成2004年370号

19)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一障害の

受容と家族へのかかわり(5>育 成2004年371号

20)永 井利三郎 《講座》 障害児の子育て支援一 障害の

受容と家族へのかかわ り(6)育 成2004年372号

21)田 辺卓也 乳児重症ミオクロニーてんかん(SME

I)症 例のワクチン接種状況調査 脳 と発達2004

年36号318-323頁

22)今 井克 美 、沖 永 剛 志 、神 尾 範 子 、 青 天 目信 、永 井利

三 郎 目か ら学 ぶ 脳 波 小 児 疾 患 と脳 波 小 児 にお

け る 大脳 皮 質 形 成 異 常 の 脳 波:臨 床 脳 波(0485-1447)

2004年46巻5号298-305頁

23)葉 久 真 理 、 大 橋 一 友 オ レム の依 存 的 ケ ア モ デ ル を

適 用 した 母 乳 哺 育 継 続 制 限 要 因 の探 求 日本 助 産 学

会 誌2004年4巻1号15-22頁

24)井 関敦 子 、 内 藤 直 子 、 大 橋 一 友 出 産 方 法 に対 す る

在 日 ブ ラ ジ ル 人 妊 婦 の 認 識 香 川 母 性 衛 生 学 会 誌

2004年4巻1号15-22頁

25)松 森 直 美 、 二 宮 啓 子 、 蝦 名美 智 子 、 片 田範 子 、 勝 田

仁 美 、 笹 木 忍 、 松 林 知 美 、 小 迫 幸 恵 、 中野 綾 美 、 筒

井 真 優 美 、 飯 村 直 子 、 江 本 リナ 、 鈴 木 敦 子 、 楢 木 野

裕 美 、高 橋 清 子 、来 生 奈 巳 子 、福 地 麻 貴 子 「検 査 ・

処 置 を受 け る子 ど もへ の 説 明 と納 得 」 に 関 す るケ ア

モ デ ル の実 践 と評 価(そ の2)一 子 ども の 力 を 引

き 出す 関 わ り と具 体 的 な 看 護 の技 術 に つ い て 一 看

護 科 学 学 会 誌(印 刷 中)2004年

2.会 議 録

D沖 永 剛 志 、 青 天 目信 、 神 尾 範 子 、 下 野久 理 子 、 柳

原 恵 子 、 今 井 克 美 、永 井 利 三 郎 、 大 薗 恵 一 小 児 期

発 症 のFisher症 候 群 に対 す る免 疫 グ ロブ リ ン療 法 の

検 討 脳 と発 達2004年36巻Supp1.S312頁

2)柳	 原 恵子 、 荒 井 洋 、 西 本 潤 史 、大 谷 和 正 、沖 永 剛 志 、

永 井 利 三 郎 、今 井 克 美 良性 乳 児 け いれ ん の発 作 群

発 時 に は少 量 カ ル バ マ ゼ ピ ン内 服 が 有 効 で あ る 脳

と発 達2004年36巻Suppl.5301頁

3)神	 尾 範 子 、沖 永 剛 志 、青 天 目信 、下 野 九理 子 、今 井 克

美 、 永 井 利 三 郎 、 大 薗 恵 一1p36欠 失 症候 群3例 に

み ら れ た て ん か ん の 検 討 脳 と 発 達(0029-0831)

2004年36巻Suppl.S299頁

4)小	 野 寺 隆 、真 野利 之 、今 井 克 美 、永 井 利 三 郎 、佐 藤 健

二A群 色 素 性 乾 皮 症 患 者 の神 経症 状 の経 過 と福 祉

援 助 へ の 要 望 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 脳 と発 達

2004年36巻Suppi.S272頁

5)青 天 目信 、大 幡 泰 久 、神 尾 範 子 、下 劈 九 理 子 、沖 永 剛

志 、 今 井 克 美 、 永 井 利 三 郎 、大 薗 恵 一 小 脳 失 調 が

中 核 症 状 と な っ た 若 年 型 歯 状核 赤 核 淡 蒼 球 ル イ 体 萎

縮 症(DRPLA)の2例 脳 と発 達(0029-0831)2004年

36巻Suppl.S271頁

6)小	 谷 智 生(豊 中 市 立 豊 中病 院 小 児 科)、 神 尾 範子 、 青

天 目信 、 下 野 九 理 子 、沖 永 剛 志 、今 井 克 美 、永 井 利
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三郎、大薗惠一 発作性の低ナ トリウム血症 を伴っ

た類もや もや病の1例 脳と発達2004年36巻

Suppl.S241頁

7)伊	 予田邦昭(広 島市立広島市民病院 小児科)、 永井利

三郎、田辺卓也、山本克哉、松石豊次郎、栗原まな、

粟屋豊、前川喜平 てんかん 重症心身障害児 ・者

への予防接種基準 てんかん接種基準案による前方

視的調査 難治てんかんの接種状況調査を踏 まえて

脳と発達2004年36巻Suppl.Sl41頁

8)永 井利三郎 てんかん 重症心身障害児・者への予防

接種基準West症 候群治療後の予防接種実施状況に

関する調査研究 脳と発達2004年36巻Suppl.

S140頁

9)田	 辺卓也、粟屋豊、松石豊治郎、永井利三郎、山本克

哉、栗原まな、伊予田邦昭、前川喜平 てんかん 重

症心身障害児 ・者への予防接種基準 乳児重症 ミオ

クロニーてんかん症例の予防接種状況 脳 と発達

2004年36巻Suppl.S139頁

io)田 辺卓也、粟屋豊、松石豊次郎、永井利三郎、山本克

哉、栗原 まな、伊予田邦昭、前川喜平 乳児重症ミ

オクロニーてんかん(SMEI)症 例のワクチン接種状況

調査 厚生労働省ワクチン ・接種方法研究班内 「ハ

イ リスク児 ・者への予防接種基準作成に関する研究

班」 脳と発達2004年36巻4号318-323頁

ll)守	 口絵里、永井利三郎 てんかんをもつ子どもとその

家族に対する生活援助に関する検討 てんかん研究

2004年22巻1号48-49頁

12)押 谷明佳、中嶋有加里、大園彩子、奥村起美、大橋

一友 妊婦 ドライバーのシー トベル ト着用に関する

アンケー ト調査 大阪母性衛生学会雑誌2004年40

巻1号66-72頁

13)大 園彩子、中嶋有加里、奥村起美、押谷明佳、大橋

一友 妊婦におけるシー トベル ト着用時の圧力と圧

迫感に関する研究 大阪母性衛生学会雑誌2004年

40巻1号73-79頁

14)奥 村起美、中嶋有加里、大園彩子、押谷明佳、大橋

一友 妊娠中のシー トベル ト装着方法指導および妊

婦用補助ベル ト使用による圧力変化 大阪母性衛生

1学会雑誌2004年40巻1号80-87頁

3.研究報告

1)藤 原千惠子、星和美、石井京子、高谷裕紀子、河上

智香、西村明子 看護系大学卒業看護者のキャリア

形成に関する探索的研究 平成13年 度～平成15年

度科学研究費補助金 萌芽研究 研究報告書

2)永	 井利三郎、高橋清子、田辺卓也、栗原まな、山本克

哉、伊予田邦昭、松石豊次郎、粟屋豊、前川喜平West

症候群治療後の予防接種実施状況 に関する調査研究

(第2報)厚 生労働省ワクチン ・接種方法研究班

「安全なワクチン確保 とその接種方法に関する総合

的研究」 研究報告書

3)中	 嶋有加里、大橋一友 妊産婦のシー トベル ト着用

率向上にむけた基礎的検討と教育プログラムの作成

佐川交通社会財 団 一般研究 交通安全対策振興助

成研究報告書2004年 第19巻78-84頁

4)蝦	 名美智子、松森直美、二宮啓子、半田浩美、鈴木

敦子、赤川晴美、楢木野裕美、杉本陽子、前田貴彦、

高橋清子 子 どもと親へのプレパ レーションの実践

普及 一子 どもと親が安心して医療を受けられるた

めの医師 ・看護士の役割と協働一 平成15年 度厚生

労働科学研究(子 ども家庭総合研究事業)報 告書

2004年619-637項

5)高 橋清子、楢木野裕美、鈴木敦子、赤川晴美、蝦名

美智子、二宮啓子、松森直美、片田範子、勝田仁美、

小迫幸恵、松林智美、笹木忍、中野綾美、筒井真優

美、飯村直子、江本 リナ、来生奈巳子、福地麻貴子

「検査 ・処置を受ける子 どもへの説明と納得」に関

するケアモデルの実践 と評価(そ の3)一 看護師

の親 に対する認識 と実践の変化 とケアの広が り一

平成12・13・14年 度 科学研究費補助金 基盤研究

(B)(2)研 究成果報告書2004年31-41項

4.大学 ・研究所等の報告

1)東 田有加、山口雅子、大橋一友 臍帯巻絡の分娩経

過に与える影響 大阪大学看護学雑誌2004年10巻

1号3-10頁

2)井	 関敦子、大橋一友 帝王切開に対する在 日ブラジ

ル人妊婦の認識 香川医科大学看護学雑誌2004年

8巻1号53-58頁

3)山	 口雅子 ミシガン大学における出産 大阪大学看

護学雑誌2004年10巻1号35-42頁

4)河	 上智香、藤原千惠子、仁尾かお り、'石見和世、文

字智子、高田一美、高谷裕紀子 小児専門病院に勤

務する看護師の職務ス トレスとサポー トに関する研

究 大阪大学看護学雑誌2004年 玉0巻1号11-20頁

5)・ 西村明子、河上智香、藤原千惠子、林田麗、星和美、

彦惣美穂、石井京子、仁尾かおり、石見和世、古賀

智影、高谷裕紀子 看護師の属性による職務ス トレ
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ス と サ ポ ー ト認 知 の 差 異 大 阪 大 学 看 護 学 雑 誌 2004年33巻133-135頁

2004年10巻1号21-27頁 2)永 井利三郎 「筋力低下 ・筋萎縮」 今日の小児診

5.解 説 ・総 説

1)高	 木 洋治 中 心 静 脈 栄 養TPN(高 カ ロ リー 輸 液;IVH)

の実 際 臨床 看 護2004年30巻1号34-42頁

2)高	 木 洋 治 各 種 輸 液 製 剤 の特 徴 と使 い 分 け 中 心 静

脈 栄 養 製 剤ModernPhysician2004年24巻2号

207-216頁

3)高	 木 洋 治3ヶ 月以 上 のTPN管 理 下 で微 量元 素 の 補 給

は 必 要 か 必 要 と す る 立 場 か ら 医 学 の あ ゆ み

2004年209巻5号332-337頁

4)高	 木 洋 治 在 宅 中 心 静 脈 栄 養 法 指 導 臨 床 外 科

2004年ll巻59号402-404頁

5)高	 木 洋 治(監 修)ヨ ウ 素(1)・ 鉄(Fe)一 投 与 の

必 要 性 と推 奨 量 一 静 脈 栄 養 と 微 量 元 素Series-5

味 の 素 フ ァル マ(株)2004年1-6頁

6)高 木 洋 治 日本 人 の 食 事 摂 取 量 基 準(栄 養 所 要 量)

は い か に 策 定 さ れ て い る か 、 さ れ る べ き か 各 論

微量 ミネ ラル 静脈 経腸栄養2004年3巻19号53-61頁

7)高	 木 洋 治 、 多 胡 彰 郎 広 範 囲 血 液 ・尿 化 学 検 査 、 免

疫 学 的 検 査 一 そ の数 値 を ど う読 む か 一 第6版

(2)iv.生 化 学 検 査(2)F.金 属(1)ク ロム 日本 臨

床2004年62巻(増 刊 号12巻)301-307頁

8)高	 橋 清 子 、 楢 木 野 裕 美 、鈴 木 敦 子 、 赤 川 晴 美 、鎌 田

佳 奈 美 、蝦 名 美 智 子 、 二 宮 啓 子 、 松 森 直 美 、 半 田浩

美 、 杉 本 陽子 、 前 田貴 彦 日本 の 小 児 看 護 に お け る

プ リパ レー シ ョ ン に関 す る文 献検 討 日本 小 児 看 護

学 会 誌2004年 第13巻1号83-91項

6.そ の 他

u著 書

1.一般著書

i)西 田勝、永井利三郎、牧一郎 他9人 障害を持つ

こどもたちのよ りよい生活のために 編集 ・発行

大阪小児科医会 勤務医部会障害児検討問題委員会

2004年ll月

2)永	 井利三郎 てんかんを正しく理解 していただくた

めに 日本てんかん協会大阪府支部2004年11月

3)永	 井利三郎 てんかんを正しく理解 していただくた

めに 大阪府2004年11月

2.専門著書

1)永	 井利三郎 小児神経学 最近の話題 神経 ・筋疾

患 α一dystroglycanopathy/J丶 児 神経 学 の進 歩

断指針第4版 五十嵐隆、大薗恵一、高橋孝雄編

2004年154-156頁 医学書院

3)永 井利三郎 脳波検査 エクセルナース[検 査編]

松岡緑、樗木晶子監修2004年104-107頁 メデイ

カル レビュー社

4)永	 井利三郎、山川裕子 検査の手順と看護ケア 脳

波検査 エクセルナース[検 査編]松 岡緑、樗木晶

子監修2004年108-111頁 メデイカル レビュー社

5)永 井利三郎 髄液検査 エクセルナース[検 査編]

松岡緑、樗木晶子監修2004年180-181頁 メデイ

カル レビュー社

6)永 井利三郎、福井幸子 脳波検査 検査の手順と看

護ケア エクセルナース〔検査編]松 岡緑、樗木晶

子監修2004年182-186頁 メデイカルレビュー社

7)大 橋一友 性腺機能検査 エクセルナース[検査編]

樗木晶子、松岡緑編2004年448-449頁 メデ ィカ

ルビュー社

8)大	 橋一友、佐治文隆 生殖医療のコッ 吉村泰典編

2004年32-33頁 中山書店

3.教科書

1)上	 田隆、炭原加代、竹村佳子、葉久真理、日隈ふみ

子、柳吉桂子、山口雅子、山野修司2005年 度 助産

師国家試験対策模擬問題 大橋一友医学監修 竹内

美恵子編著2004年 メディカ出版

m招 聘講演 ・シンポジウム等

1.国際学会

2.国 内学会

D高	 木洋治 生体微量元素の栄養学 と臨床 平成16年

度第1回 食品栄養科学月例セ ミナー.2004年5月 、

静岡

2)高	 木洋治 ミネラルの機能と応用 一栄養面を中心

に一 熊本県ライフサイエ ンス調査研究会.2004

年2月 、熊本

3)永 井利三郎 箕面養護学校研修会.2004年1月

4)永	 井利三郎JAICA講 義 平成15年 度国別特設 ・ラ

オス母子保健看護コース.2004年 弖月

5)永	 井利三郎 病虚弱児セミナ‐in関 西.2004年2

月、大阪

6)永	 井利三郎 シンポジウム 「てんかん、重症心身

障害児 ・者への予防接種基準」 第46回 日本小児神
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経学会総会.2004年6月 、東京

7)永	 井利三郎 市民公開シンポジウム 「子ども虐待防

止への各地の経験 とこれか らの取 り組み」(平 成16

年度 日本小児科学会 「子 どもの健康週間」事業).

2004年10月 、大阪

8)永 井利三郎 厚生労働省委託事業 「精神障害者の

理解と企業での就労を目指して」実行委員長 平成

15年 度精神障害者職業自立啓発セミナー.2004年3

月、大阪

9)永 井利三郎 自閉症セ ミナー1.2004年1月 、大阪

10)永 井利三郎 自閉症セミナー.2004年2.7月 、大阪

11)大 橋一友QOL評 価事始 第93回 日本保健医療行動

科学会近畿支部研究会.2004年7月

正2)山	 口雅子 セミナー 「スポーツが妊娠に及ぼす影

響」 山口大学医学部保健学科2004年11月 、山口

県

N学 会 一 般 演 題

1.国	 際 学 会 

1)TakagiY,KikuchiT,IkedaD,NishidaS,SatoM.
 

Chromiumconcentrationsinhumanplasamduring
 

homeparenteralnutritionandinfusionproducts
 

inJapan.7thInternationalSocietyforTrace
 

ElementResearchinHumans(ISTERH).November.
 

2004,Bangkok,Thiland
 

2)TanakaK,SandoK,WasaM>FukuzawaM,TakagiY.
 

Bloodconcentrationsofessentialtarceelements
 

inpatientsreceivinghomeparenteralnutrition
 

inJapan.71hInternationalSocietyforTrace
 

ElementResearchinHumans(ISTERH).November.
 

2004,Bangkok,Thiland
 

3)ImaiK,UedaH,KamioN,YanagiharaK,Matsuoka
 

T,SuzukiY,NagaiT,OzonoK.Twosteps
 

individualizedACTHtherapyforwestsyndrome.51°
 

Asian&OceanianEpilepsyCongress.August.2004,
 

Bangkok,Thiland


2。 国 内 学 会 

1)HasegawaT,SasakiT,KimuraT,SandoK,WasaM, 

TakagiY,OkadaA.Indicationofisolatedsmall 

boweltransplantationforintestinalfailure

associatedwithliverdysfunction.第41回 日 本

小 児 外 科 学 会.2004年6月 、 大 阪

2)田 中 清 美 、 和 佐 勝 史 、 福 澤 正 洋 、 高 木 洋 治 在 宅 栄

養法施行患者における微量元素製剤の投与量と血中

濃度の検討 第15回 日本微量元素学会.2004年7

月、東京

3)藤 井恵、文字智子、高田一美、石見和世、仁尾かお

り、高谷裕紀子、河上智香、藤原千惠子 一般病院

小児病棟 における看護師の職務ス トレス研究 日本

小児看護学会第14回 学術集会.2004年 、宮崎市.

4)文 字智子、高田一美、石見和世、仁尾かお り、高谷

裕紀子、藤井恵、河上智香、藤原千惠子 混合病棟

における看護師の職務ス トレス研究 日本小児看護

学会第14回 学術集会.2004年 、宮崎市

5)高	 田一美、文字智子、仁尾かお り、石見和世、藤井

恵、河上智香、藤原千惠子、高谷裕紀子 小児看護

を実践する看護師が認知するサポー トに関する研究

第30回 日本看護研究学会.2004年 、さいたま市

6)河	 上智香、藤原千惠子、渡邉幹夫、石井京子、多河

典子、小林吉晴 大学教員の看護実習におけるス ト

レスに対するコルチゾールを用いた評価 日本健康

心理学会第17回 大会.2004年 、東京都

7)石	 見和世、高田一美、文字智子、仁尾かお り、高谷

裕紀子、藤井恵、高城美圭、高城智圭、河上智香、

藤原千惠子 小児と関わる看護師の職務ス トレス認

知 一病院 ・病棟形態と状況要因による差異 第35

回日本看護学会 一小児看護一.2004年 、秋田市

8)木	 村澄子、岩崎朋之、三島彩子、柿添真由美、河上

智香、藤原千惠子 手術 目的で初めて入院する乳幼

児をもつ両親の不安の差異 第35回 日本看護学会

一小児看護一.2004年 、秋田市

9)永	 井利三郎、高橋清子、田辺卓也、栗原まな、山本克

哉、伊予田邦昭、松石豊次郎、粟屋豊、前川喜平West

症候群治療後の予防接種実施状況に関する調査研究

(第2報)厚 生労働省ワクチン ・接種方法研究班

「安全なワクチ ン確保とその接種方法に関する総合

的研究」研究班総会.2004年3月 、東京

10)沖 永剛志、青天 目信、神尾範子、下野久理子、柳原

恵子、今井克美、永井利三郎、大薗恵一 小児期発

症のFisher症 候群に対する免疫グロブリン療法の検

討 第46回 日本小児神経学会総会.2004年6月 、

東京

11)柳 原恵子、荒井洋、西本潤史、大谷和正、沖永剛志、

永井利三郎、今井克美 良性乳児けいれんの発作群

発時には少量カルバマゼ ピン内服が有効である 第

46回 日本小児神経学会総会.2004年6月 、東京 
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12)神 尾範子、沖永剛志、青天目信、下野九理子、一今井

克美、永井利三郎、大薗恵一lp36欠 失症候群3例

にみられたてんかんの検討 第46回 日本小児神経学

会総会.2004年6月 、東京

13)小 野寺隆、真野利之、今井克美、永井利三郎、佐藤

健二A群 色素性乾皮症患者の神経症状の経過と福

祉援助への要望に関するアンケー ト調査 第46回 日

本小児神経学会総会.2004年6月 、東京

14)青 天 目信、大幡泰久、神尾範子、下野九理子、沖永

剛志、今井克美、永井利三郎、大薗恵一 小脳失調

が中核症状となった若年型歯状核赤核淡蒼球ルイ体

萎縮症(DRPLA)の2例 第46回 日本小児神経学会総

会.2004年6月 、東京

15)小 谷智生、神尾範子、青天目信、下野九理子、沖永

剛志、今井克美、永井利三郎、大薗惠一 発作性の

低ナ トリウム血症を伴った類もやもや病の1例 第

46回 日本小児神経学会総会.2004年6月 、東京

16)伊 予 田邦昭、永井利三郎、田辺卓也、山本克哉、松

石豊次郎、栗原まな、粟屋豊、前川喜平 てんかん

重症心身障害児 ・者への予防接種基準 てんかん接

種基準案による前方視的調査 難治てんかんの接種

状況調査を踏まえて 第46回 日本小児神経学会総会.

2004年6月 、東京

17)永 井利三郎、粟屋豊、田辺卓也、松石豊治郎、山本

克哉、栗原 まな、伊予田邦昭、前川喜平 てんかん

重症心身障害児 ・者への予防接種基準West症 候群

治療後の予防接種実施状況に関する調査研究 第46

回日本小児神経学会総会.2004年6月 、東京

18)田 辺卓也、粟屋豊、松石豊治郎、永井利三郎、山本

克哉、栗原まな、伊予田邦昭、前川喜.,て んかん

重症心身障害児 ・者への予防接種基準 乳児重症 ミ

オクロニーてんかん症例の予防接種状況 第46回 日

本小児神経学会総会.2004年6月 、東京

19)田 辺卓也、粟屋豊、松石豊次郎、永井利三郎、山本

克哉、栗原まな、伊予田邦昭、前川喜平 厚生労働

省ワクチン ・接種方法研究班内 「ハイ リスク児 ・者

への予防接種基準作成に関する研究班」 乳児重症

ミオクロニーてんかん(SMEI)症 例のワクチン接種状

況調査 第46回 日本小児神経学会総会.2004年6月 、

東京

20)久 林智佳、小谷 口綾、永井利三郎 障害児を育てる

父母 の意識 に関するアンケー ト調査～障害児のきょ

うだいの育児について～ 第51回 日本小児保健学会.

2004年10月 、 盛 岡

2D小 谷 口綾 、 久 林 智 佳 、永 井 利 三 郎 障 害 児 を 育 て る

父母 の 意 識 に 関 す る ア ンケ ー ト調 査 障害 へ の 思 い

に つ いて 第51回 日本 小 児 保 健 学 会.2004年10月 、

盛 岡

22)武 敦 子 、増 田有 美 、永 井 利 三 郎 気 管 支 喘 息 を も ち、

定 期 的 に外 来 通 院 して い る小 学 生 の保 護 者 へ の ア ン

ケ ー ト調 査 ～ 保 護 者 の もつ 思 い につ いて ～ 第51回

日本 小 児 保 健 学 会.2004年10月 、 盛 岡

23)神 尾 範 子 、 柳 原 恵 子 、 今 井 克 美 、 大場 志 保 子 、 青天

目信 、沖 永 剛 志 、大 薗 恵 一 髄 液 糖 低 値 を 伴 う乳 児

期 発 症 の 難 治 性 て ん か ん の4例 、 第1回 近 畿 て ん か

ん 研 究 会.2004年ll月 、大 阪

24)久 林 智 佳 、 小 谷 口綾 、 永 井 利 三郎 障 害 児 を育 て る

父 母 の意 識 に 関す る ア ンケ ー ト調査 第8回 阪 神 小

児 神 経 筋 研 究 会.2004年7月 、大 阪1

25)永 井 利 三 郎 、 今 井 克 美 、 沖 永 剛志 、 神 尾 範 子 、 青 天

目信 、 泉 達 郎 、 清 水 弘 之 大 脳 半 球機 能 的 切 除 後 に

対 側 脳 半 球 に起 始 す る発 作 が 頻 発 した 大 脳 半 球 巨脳

症 の1例 第38回 て んか ん学会.2004年10月 、静岡

26)今 井 克 美 、 柳 原 恵 子 、真 野 利 之 、 青 天 目信 、神 尾範

子 、 沖 永 剛 志 、 薗 恵 一 、 吉 峰 俊 樹 、 永 井 利 三 郎 て

ん か ん 性 棘 波 の 加 算 平均 電 流 源 解 析(電 流 源 推 定 と

して 適 切 な 位 相 の 検 討)第38回 て ん か ん 学 会.

2004年10月 、 静 岡

27)大 場 志 保 子 、沖 永 剛 志 、 青 天 目信 、神 尾 範 子 、 今 井

克 美 、 永 井 利 三 郎 、 大薗 恵 一 急 速 に進 行 した 呼 吸

不 全 に 対 しNIPPVが 有 効 で あ っ た強 直 性 脊 椎 症 候 群

の1例 日本 小 児 神 経 学 会 近 畿 地 方会.2004年11

月 、 大 阪

28)沖 永 剛 志 、 青 天 目信 、 神 尾 範 子 、 下野 九里 子 、 今 井

克 美 、 大 薗 恵 一 、永 井 利 三 郎 小 児 の 難 治 て ん か ん

に対 す る経 口TRH療 法 日本 小 児 神 経学 会 近 畿 地 方

会.2004年4月 、 大 阪

29)青 天 目信 、 神 尾 範 子 、 沖 永 剛 志 、 今 井 克 美 、 永 井 利

三 郎 、大 薗 恵 一 光 過 敏 性 て ん か ん 視 覚 誘 発 発 作

の検 討 第45回 大 阪 小 児 て んか ん研 究 会.

30)柳 原 恵 子 、 真 野 利 之 、荒 井 洋 、永 井 利 三 郎 、 平 田 雅

之 、今 井 克 美GluH異 常 症(Glucosetransporter

ldeficiencysyndrome)に お け る 臨床 症 状 と脳 波 の

特 徴 第34回 日本 臨 床 神 経 生 理 学 会.2004年11月 、

東 京

31)青 天 目信 、 大 場 志 保 子 、 沖 永 剛 志 、 神 尾 範 子 、 今 井
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克 美 、大 薗 恵 一 、 永 井 利 三 郎 造 血 幹 細 胞 移 植 を施

行 した ク ラ ッ ベ病 及 び 副 腎 白 質 ジ ス ト ロ フ ィー の 電

気 生 理 学 的 変 化 第34回 日本 臨 床 神 経 生 理 学 会.

2004年11月 、 東京

32)今 井 克 美 、 青 天 目信 、 大 場 志 保 子 、 沖 永 剛 志 、 神 尾

範 子 、大 薗 恵 一 、永 井 利 三 郎StatisticalSAM法(空

間 フ ィル ター ・統 計 解 析 併 用)を 用 い た て ん か ん 性

磁 気 棘 波 の γ帯 域 解 析 第34回 日本 臨 床 神 経 生 理 学

会.2004年11月 、 東 京

33)永 井 利 三 郎 、武 敦 子 、増 田有 美 気 管 支 喘 息 を もち 、

定 期 的 に外 来 通 院 して い る 小 学 生 の 保 護 者 へ の ア ン

ケ ー ト調 査 報 告 第56回 北 摂 小 児 科 医 会.2004年

ll月	 、 西 宮 市

34)真 野 利 之 、 酒 井 規 夫 、 下 野 九理 子 、 沖 永 剛 志 、 今 井

克 美 、谷 池 雅 子 視 神 経 萎 縮 、 尿 細 管 性 ア シ ドー シ

ス 、難 聴 な ど多彩 な 合 併 症 を伴 ったhereditarymotor

andsensoryneuropathyの 兄弟 例 第46回 日本 小 児

神 経 学 会 総 会.2004年7月15-17日 、 東 京

35)田 川 哲 三 、 船 戸 正 久 、 斉 藤 利 雄 、鈴 木 周 平 、 服 部 英

司 、 安 原 昭 博 、 富 和 清 隆 、 永 井 利 三 郎 、三 宅 忠 夫 、

藤 田敬 之 助(大 阪 府 医 師 会 勤 務 医 部 会 小 児 の 在 宅 医

療 シス テ ム 検 討 委 員 会)第35回 日本 小 児 神 経 学会

近 畿 地 方 会.2004年3月27日 、 神 戸

36)沖 永 剛 志 、 青 天 目信 、 神 尾 範 子 、 下 野 九 理 子 、 今 井

克 美 、 永 井 利 三 郎 、大 薗 恵 一 小児 の 難 治 性 て んか

ん に対 す る経 口TRH(taltirelinhydrate)療 法 第

35回 日本 小 児 神経 学 会 近 畿 地 方 会.2004年3月27

日、 神 戸

37)中 道 美 言 、 西村 明 子 、大 橋 一 友 助 産 師 の 三 陰 交 の

ッ ボ刺 激 に 関 す る 認 知 度 の 調 査 第45回 日本 母 性 衛

生 学 会.2004年9月 、東 京

38)金 正 菜 美 、炭 原 加 代 、大 橋 一 友 若 年 女 性 の 喫 煙 行

動 に 関 連 す る 因 子 一性 周 期 と心 理 ・社 会 的 背 景 一

第45回 日本 母性 衛 生 学 会.2004年9月 、東 京

39)佐 藤 珠 美 、 小 林 益 江 、大 橋 一 友 地 域 の更 年 期 女 性

のQualityoflife第19回 日 本 更 年 期 医 学 会.

2004年10月 、 広 島

40)守 安 佳 世 、 炭 原 加 代 、 中 嶋 有 加 里 、 西 村 明 子 、 大 橋

一 友 大 学 生 の 性 行 動 と性 意 識 一 高 校 で の 性 教 育

受 講 の 有 無 によ る検 討 一 第45回 日本 母 性 衛 生 学 会.

2004年9月 、東 京

41)大 園 彩 子 、 中 嶋 有 加 里 、 奥 村 起 美 、押 谷 明 佳 、 大 橋

一友 妊 婦 に お け る シ ー トベ ル ト着 用 時 の圧 力 と圧

迫感 に関す る研究 第42回 大阪母性衛生学会.

2004年1月 、大阪

42)奥 村起美、中嶋有加里、大園彩子、押谷明佳、大橋

一友 妊娠中のシー トベル ト装着方法指導および妊

婦用補助ベル ト使用による圧力変化 第42回 大阪母

性衛生学会.2004年1月 、大阪

43)押 谷明佳、中嶋有加里、大園彩子、奥村起美、大橋

一友 妊婦 ドライバーのシー トベル ト着用に関する

アンケー ト調査 第42回 大阪母性衛生学会.2004

年1月 、大阪

V受 賞

Vl特 許

W共 同研究 ・外部資金

1)妊	 産婦の受動喫煙に対する禁煙プログラムの開発、

大橋一友(代 表)、 山口雅子、西村明子、科学研究費

補助金、萌芽研究、2003-2005年

2)生	 涯発達過程で生じる危機 に対する患者と家族のレ

ジリエンスを高める支援 システム研究、藤原千惠子

(代表)、 石井京子、吉川彰二、町浦美智子、大平光

子、上田恵子、河上智香、西村明子、科学研究費補

助金、基盤研究B,2003-2005年

3)出 生時障害を有する乳幼児の育児家族の援助及び育

児家族の受容過程に関する研究、山口雅子(代 表)、

河上智香、科学研究補助金、萌芽研究、2004年

4)周 産期ケアのデータベース化と情報開示に関する研

究、西村明子、科学研究費補助金、若手研究B、2003

年一2004年

5)小 児のけいれん重積に起因する脳障害防止のための

研究 一細胞死関連蛋白に注目して一 永井利三郎、

入江康至、科学研究費補助金、萌芽研究、2004-2006年

6)ハ	 イ リスク児 ・者に対する接種基準と副反応に関す

る研究、粟尾豊(代表)、 永井利三郎他8人 、厚生労

働省予防接種副反応研究班、2002-2004年

7)奨	 学寄附金、大橋一友教授研究助成、大阪NewART

クリニック

8)奨 学寄附金、大橋一友教授研究助成、末包クリニック
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総合ヘルスプロモーション科学講座

1論	 文

1.学	 術 論 文 

1)InoueM,OhtaM,IuchiK,MatsumuraA,Ideguchi
 

K,YasumitsuT,NakagawaK,FukuharaK,MaedaH,
 

TakedaS,MinamiM,OhnoY,MatsudaH.Benefits
 

ofSurgeryforPatientswithPulmonaryMetastases
 

fromColorectalCarcinoma.TheAnnalsofthoracic
 

surgery2004;78:238-44
 

2)TamuraH,TsukamotoH,MukaiS,KatoT,Minamoto
 

A,OhnoY,YamashitaH,MishimaH.Improvementin
 

cognitiveimpairmentaftercataractsurgeryin
 

elderlypatients.Journalofcataractand
 

refractivesurgery2004;30:598-602
 

3)InoueM,SawabataN,TakedaS,OhtaM,OhnoY, 

MaedaH.Resultsofsurgicalinterventionfor

p-stage皿A(N2)non-smallcelllungcancer: 

Acceptableprognosispredictedbycomplete 

resectioninpatientswithsingleN2diseasewith 

primarytumorintheupperlobe.TheJournalof 

ThoracicandCardiovascularSurgery2004; 

127(4):1100-1106 

4)HayashiC,HayakawaK.FactorsAffectingthe
 

Appearanceof'TwinLanguage':anOriginalLanguage
 

NaturallyDevelopingwithinTwinPairs.Environmental
 

HealthandPreventiveMedicine2004;9(3):103-110
 

5)ArakidaM,TakahashiS,TashiroJ,KanamoriM, 

MoriT.ChangesofMentalHealthStatusand 

ExaminationofPredictiveFactorsinJuniorHigh 

SchoolStudents:AThree‐YearLongitudinal 

InvestigationJapaneseJournalofSchoolHealth 

2004;46(3):227-241 

6)TakashimaM,ShiraiF,SageshimaM,IkedaN, 

OkamotoY,DohiY.Distinctivebacteria‐binding

propertyofcloth皿aterials.Am.」.Infect.Control 

2004;32(1):27-30

7)高 橋 育 代 、 小 笠 原 知 枝 、 久 米 弥 寿 子 が ん 体 験 者 の

QOLに 対 す る 自 助 グ ル ー プ の 情 緒 的 サ ポ ー ト 効 果

日 本 が ん 看 護 学 会 誌2004年18巻1号14-24頁

8)葉 山 有 香 、 沼 波 勢 津 子 、 新 田 紀 枝 、 阿 曽 洋 子 、 中 平

三 枝 子 シ ス プ ラ チ ン 投 与 後 の 不 快 な 症 状 に 対 す る

足 浴 後 マ ッ サ ー ジ の 効 果 第34回 日 本 看 護 学 会 論 文

一63一

集 成 人 看II2004年18-20頁

9)新	 田紀 枝 、 阿 曽 洋 子 、 葉 山有 香 、 中 平 三 枝 子 、沼 波

勢 津 子 化 学 療 法 に伴 う遷 延 性 嘔 気 に 対 す る足 浴 後

マ ッサ ー ジ によ る リ ラ クセ ー シ ョ ン効 果 看 護 研 究

2004年37巻6号63-74頁

10)早 川 和 生 地 域 看 護 学 の 理 論 的 基 盤 一 グ ロー バ リ

ズ ムVSロ ー カ リズ ム ー 日本 地 域 看 護 学 会 誌2004

年7巻1号5-7頁

ll)杉 浦 圭 子 、伊 藤 美樹 子 、 三 上 洋 在 宅 介 護 の 状 況 お

よ び 介 護 ス トレス に 関す る介 護 者 の性 差 の検 討 日

本 公 衆衛 生 雑 誌2004年51巻240-251頁

12)九 津 見 雅 美 、伊 藤 美 樹子 、 三 上 洋 介 護 保 険 サ ー ビ

ス 決 定 にお け る 要介 護者 と家 族 の 主 体 性 に 関 連 す る

要 因 の 検 討 利 用 者 の基 本 属 性 に よ る違 い 日本 公

衆 衛 生雑 誌2004年51巻507-521頁

13)梅 藤 薫 、 荒 木 田 美香 子 、 犬 賀 辰 子 、 宮 崎 雅 代 、 青 柳

美 樹 、 永 井 道 子 農 山村 地 域 にお け る 事 業 所 の 健 康

管 理 状 況 と 地 域 保 健 サ ー ビス の 提 供 に 関 す る 調 査

保 健 師 ジ ャー ナル2004年60巻7号66-673頁

14)三 橋 恭 子 、 田代 順 子 、小 澤道 子 、 菱 沼 典 子 、 川 越 博

美 、 森 明 子 、 荒 木 田美 香 子 、 村 井 文 江 、 野 口真 貴子

ヘ ル ス ・ボ ラ ン テ ィ ア指 向 の あ る看 護 大 学 生 のr身

近 な 健 康 問 題 と ケ ア 』 の 認 識 と ボ ラ ンテ ィ ア 経 験

聖 路 加 看 護 学 会 誌2004年8巻i号36-43頁

15)高 橋 佐 和 子 、 荒 木 田美 香 子 中学 生 の精 神 的 健 康 状

態 とそ の 要 因 に 関す る検 討(第2報)家 族 の 要 因 と

家族 支援 小児保 健研 究2004年63巻2号221-229頁

2.会	 議 録 

1)OgasawaraC,FuruhashiY,HasegawaT,KumeY, 

TakahashiI,KatayamaY,AndouM,KurodaM,Araki 

Y,YamamotoY,OkazakiS,TababeM.Nursing 

DiagnosesandNursingInterventioninJapanfor 

TerminalStageBreastCancerPatientsAdmitted

UnderDifferingCareAims.NANDA・NIC・NDC,Chicago, 

U.S.A.2004;31-32 

2)NumasakiH,HarauchiH,OhnoY,InamuraK,
 

KasaharaS,MondenM,SakonM.Applicationof
 

spectrumanalysisandsequencerelationalanalysis


forthemedicalstafゴsjobclassification:Useof
 

timefactorandbehaviorfactorforjobworkflow.
 

The2004conferenceoftheInternationalFederation
 

ofClassificationSocieties,Chicago;U.S.A.2004;
 

102-103
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3)萩	 本明子、大野ゆう子、馬醫世志子、増居志津子、

中村正和 禁煙指導技術 による禁煙効果の分析 第

13回 日本 健康教 育学会講 演集2004年12巻

Supplement108-109頁

4)村	 田加奈子、中村隆、大野ゆう子 システムダイナ

ミクスモデルにおける推移確率行列の最尤推定法の

開発に関する研究 一高血圧人口動態モデルの構築

を例に一 第24回 医療情報学連合大会論文集(第5

回 日本 医 療情報 学 会 学術 大会)2004年24巻

Supplementll78-1179頁

3.研 究報告

D真 田弘美、阿曽洋子、足立香代子、須釜淳子、徳永恵

子、田中マキ子、廣瀬秀行、宮地良樹、森口隆彦 褥

瘡 ケアにおける看護技術の基準化 とその経済評価

厚生科学研究費助成金長寿科学総合研究事業 平成

15年 度総括研究報告書2004年

2)村	 田加奈子、大野ゆう子、笠原聡子、藤田麻里、矢野

忠 高校生におけるライフスタイル ・心身状態からみ

た学年 ・進路別の健康度比較HealthSciences別

冊2004年20巻2号214-221頁

3)三 上洋、伊藤美樹子、杉浦圭子、谷川緑、山平優子、

荒木智子、大島望、田口稔 「東大阪市居宅介護サー

ビスの利用に関するアンケー ト調査」報告書2004

年3月

4)三	 上洋、有馬志津子、杉浦圭子、谷川緑、山平優子 大

学におけるたばこ対策とその評価 に関する研究 平

成15年 度厚生科学研究費補助金(健 康科学総合研

究事業)2004年3月

5)三	 上洋 大学におけるたばこ対策 とその評価 平成

15年 度厚 生科学研究費補助金(健 康科学総合研究事

業)「 地域におけるたばこ対策とその評価 に関する研

究」分担研究 「大学におけるたばこ対策とその評価に

関する研究」報告書71頁 一94頁

6)土	 肥義胤、白井文恵 末梢血単球に由来するマクロフ

ァージ内での抗酸菌の増殖 に及ぼすサイ トカインの

影 響 乳酸 菌研 究 会 に関す る報告 書2004年

348-3353頁

7)有	 馬志津子 海外研修レポー ト アメリカメイヨー

メディカルセンター2004年

4.大 学 ・研究所等の報告

D上	 田志朗、手塚和彰、藤正巌、斎藤芳雄、松谷明彦、

羽藤邦利、大野ゆう子、古川俊之、田村高幸、中村

2004年19巻2号

2)大	 野ゆう子、中村隆、大島明、左近賢人、津熊秀明、

味木和喜子、長谷川敏彦、早田みどり、門田守人、

永野浩昭、藤本春美、森田輝代、立花直子、中村正

和、増居志津子、稲邑清也、原内一、笠原聡子、村

田加奈子、王霊芝、中村亜紀、石井豊恵、北村有子、

杉山裕美、雑賀公美子、沼崎穂高、横内光子、萩本

明子、伊藤ゆり、蘇瑛、于力、田中由美子、千原 由

香、野田裕子、馬醫世志子21世 紀型保健医療指標

の開発(2)統 計数理研究所共同研究 リポー ト166

2004年

3)山	 口健、「がんの社会学」に関する合同研究班、大野

ゆ う子 ら"が ん体験者の悩みや負担等に関する実

態調査報告書 概要版 がんと向き合った7,885人

の声"シ リーズ 「がん体験者Q声 」第1集2004年

5.解 説 ・総説

1)阿	 曽洋子 看護研究における実験研究 看護研究

2004年37巻1号3-12頁

2)阿	 曽洋子 褥瘡ケア:教 育の現状と研究Quality

Nursing2004年10巻6号22-27頁

3)阿	 曽洋子 褥瘡ケアの実態 と予防看護 日本褥瘡学

会誌2004年6巻1号1-7頁

4)阿 曽洋子、本山裕子 看護機能の拡大は飛躍の起爆

剤 か、パ ン ドラの箱 か 日本看護研究 学会雑誌

2004年27巻1号15-16頁

5)大	 野ゆう子 焦点 看護 ・医療の研究 におけるタイム

スタディ 第1章 看護 ・医療の研究におけるタイム

スタディの役割と将来動向 看護研究2004年37巻

4号3-10頁

6)矢 野祐美子、松邨敦代、阿曽洋子 看護に関する実

験研究での測定機器をめぐる問題 看護研究2004

年37巻1号21-26頁

7)細 見明代、伊部亜季、阿曽洋子 看護 に関す る実験

研究での対象者をめぐる問題 看護研究2004年37

巻1号13-19頁

8)山	 本敬子、玉井由理子、阿曽洋子 実験研究 におけ

る倫理的配慮をめぐる問題 看護研究2004年37巻

1号27-35頁

9)新	 田紀枝、和泉京子、姉崎久敬、玉井由理子、伊部

亜希、江川幸二、古賀輝美、細見明代、川端京子、

阿曽洋子 看護に関する実験研究の国内外比較 看

護研究2004年37巻1号37-48頁

亜紀 薬 の副作 用につ いて 千葉大学法学論集 10)笠 原聡子、石井豊恵、沼崎穂高、浦梨枝子、馬醫世
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志 子 、 輪 湖 史 子 、 横 内光 子 、鈴 木 珠 水 、 大 野 ゆ う子

焦 点 看 護 ・医療 の研 究 にお け る タイ ム ス タ デ ィ 第

2章 タ イ ム ス タ デ ィ と は そ の 背 景 と特 徴 看 護 研

究2004年37巻4号11-22頁

11)笠 原 聡 子 、 石 井 豊 恵 、 沼 崎穂 高 、 中 村 亜 紀 、聲 高 英

代 、 原 内 一 、 稲 邑清 也 、 大 野 ゆ う子 焦 点 看 護 ・医

療 の研 究 にお け る タ イ ム ス タ デ ィ 第3章 タ イ ム ス

タ デ ィ の実 施 看 護 研 究2004年37巻4号23-32頁

12)沼 崎 穂 高 、 笠 原 聡 子 、 石 井 豊 恵 、 古 川 有 香 、飯 沼 正

博 、 国府 裕 子 、 北村 有 子 、萩 本 明 子 、 雑 賀 公 美 子 、

原 内一 、稲 邑清 也 、 大 野 ゆ う子 焦 点 看 護 ・医療 の

研 究 にお け る タイ ム ス タ デ ィ 第4章 タイ ム ス タ デ

ィ にお け るデ ー タ管 理 看 護研 究2004年37巻4号

33-46頁

13)石 井 豊 恵 、笠 原 聡 子 、沼 崎 穂 高 、杉 田塩 、古 川 有 香 、

飯 沼正 博 、 国府 裕 子 、 原 内 一 、 稲 邑清 也 、大 野 ゆ う

子 焦 点 看 護 ・医 療 の研 究 にお け る タイ ムス タデ ィ

第5章 タ イ ム ス タデ ィ に よ る結 果 の解 析 手 法 看 護

研 究2004年37巻4号47-58頁

14)石 井豊 恵 、 笠 原 聡 子 、沼 崎 穂 高 、 左 近 賢 人 、 藤 本 春

美 、杉 田塩 、門 田 守 人 、原 内一 、大 野 ゆ う子 焦 点 看

護 ・医療 の研 究 に お け る タ イ ム ス タ デ ィ 第6章 タ

イ ム ス タ デ ィ を 円滑 に進 め る た め の実 践 的 な 諸 課 題

とそ の対 応 看 護研 究2004年37巻4号59-72頁

15)三 上 洋 、 荻 原 俊 男 【ナ ー ス が こた え る 心臓 の 病 気

200の 質 問】 高 血 圧 ・低 血 圧 に つ いて の質 問 ハ ー

トナ ー シ ング2004年108-125頁 春 季 増 刊

16)三 上洋 【降 圧薬 合 併 症 予 防 の た め の 至 適 使 用 法 】

降 圧 薬 療 法 の進 歩 これ か らの 治 療 法 降 圧 薬 療 法

の コ ス トベ ネ フ ィ ッ ト 治 療 学2004年38巻

177-180頁

17)三 上 洋InformationUp‐to-Date社 会 心 理 学 的 因

子 と高血圧発症 リス ク 血圧2004年11巻210-211頁

18)三 上 洋InformationUp‐to‐DateARBに よ る 高血 圧

治 療 忍 容 性 と コ ン プ ライ ア ンス 血 圧2004年11

巻440-441頁

19)三 上 洋InformationUp-to‐Dateア ン ジ オ テ ン シ

ン受 容 体 拮 抗 薬 と 閉 経後 婦 人 の性 機 能 血 圧2004

年II巻522-523頁

20)三 上 洋InformationUp-to‐Date高 血 圧 患 者 の性

機 能 血 圧2004年11巻768-769頁

2D荒 木 田 美 香 子 、 井 田 真 理 子 、 永 井 道 子 、 青 柳 美 樹

小 ・中学 校 の 虐 待 事 例 発 見 の特 徴 と連 携 の 現 状 保
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健の科学2004年46巻10号736-741頁

6.そ の他

1)矢 野祐美子 編入学を目指す人へ2005年 度全国助

産師 ・保健師学校入試問題集2004年14-17頁 メ

ディカ出版

ll著 書

1.一般著書

1)三	 上洋 【特殊事情での高血圧治療 抜歯を含めた外

科的手術を受ける際の注意点】 予防とつきあい方

シリーズ 高血圧 糖 尿病 荻原俊男監修2004年

102-103頁 メディカルレビュー社

2)三 上洋 【高血圧とQOL】 予防とつきあい方シリーズ

高血圧・糖尿病 荻原俊男監修2004年104-105頁

メディカル レビュー社

3)荒	 木田美香子2005年 度出題基準別保健師国家試験

予想問題集 星旦二監修2004年 メディカ出版

4)荒	 木田美香子 新国家試験に出てくる保健必修科 目

エッセンス 星旦二監修2004年 メディカ出版

2.専門著書

1)小 笠原知枝、片山由加里 看護記録 看護診断 ・実

践 ・評価の実際 一看護実践の系統的アプローチー

松木光子編2004年191-208頁 南江堂

2)真 田弘美、阿曽洋子、足立香代子、須釜淳子、徳永恵

子、田中マキ子、廣瀬秀行、宮地良樹、森 口隆彦 褥

瘡アセスメン トガイ ド 真田弘美編2004年1-145

頁 中山書店

3)早 川和生監訳 「看護介入」第2版NICか ら精選 した

43の 看護介入 第皿章27禁 煙支援 翻訳2004年

365-373頁 医学書院

4)早 川和生 訪問看護実践マニュアル ー問題点とそ

の対応 一 福地總逸、小平廣子編2004年 改訂版

41-47頁 医薬ジャーナル社

5)早 川和生 看護介入第2版37転 倒予防 グロリア

M.ブ レチュクC.マ クロスキー編集 早川和生監訳

2004年 医学書院

6)三	 上洋 内分泌 ⑤副腎皮質・髄質機能検査 エクセ

ルナース(検 査編)松 岡緑、樗木晶子監修2004

年450-453頁 メディカルレビュー社

7)三 上洋、荻原俊男 高齢者によく見 られる疾患 高血

圧症 エキスパー トナースMOOK[新 版]高 齢者ケア

マニュアル 福地義之助編2004年209-213頁 照

林社
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8)尾 ノ井美 由紀 訪問看護実践マニュアル ー問題点

とその対応一 福地總逸 ・小平廣子編2004年 改訂

版41-47頁 医薬ジャーナル社

9)尾 ノ井美 由紀 看護介入第2版37転 倒予防 グロ

リアM.ブ レチュクC.マ クロスキー編集 早川和生

監訳2004年493-504頁 医学書院

3.教科書

1)荒 木田美香子Essentials地 域看護学 木下由美子、

麻原きよみ、荒木田美香子、佐伯和子、原礼子編2004

年 医歯薬出版

m招 聘講演 ・シンポジウム等

1.国際学会

2.国内学会

1)阿	 曽洋子、楠本万里子、萬田良子、山口悦子、別府宏

圀、深谷翼 シンポジウム 看護職の静脈注射実施と

安全管理体制 日本看護協会神戸研修セ ンター 看

護職の責任と静脈注射研修会.2004年6月 、神戸市

2)阿 曽洋子、中村惠子、谷眞子、長岡栄子、駒木根愛 シ

ンポジウム ー看護教育一 教育と臨床 との有機的

連携 第35回 日本看護学会.2004年8月 、和歌山市

3)阿	 曽洋子 招聘講演 エビデ ンスに基づ く日常看護

ケア ー実践編一 平成16年 度三重県看護協会研修

会.2004年11月 、津市

4)阿 曽洋子 招聘講演 より質の高い研究への譟題・展

望 国立循環器病センター 第2回 看護学会.2004

年1月 、吹田市

5)阿	 曽洋子 招聘講演 研究査読について 第46回 日

本手術看護学会大阪地区研究発表大会.2004年11

月、大阪市

6)小	 笠原知枝、岡崎寿美子、田邊美智子、古橋洋子、久

米弥寿子、長谷川智子、大北美恵子、鑓野 りか、高橋

育代、片山由加里 交流集会 ターミナルケアにおけ

る看護診断の現状と今後の課題 第24回 日本看護科

学学会学術集会.2004年 、千代田区

7)大 野ゆう子 シンポジウム 三次元空間としての病

院デザイン 財団法人 医療科学研究所 第14回 シ

ンポジウム.2004年10月 、東京都

8)早	 川和生 会長講演 「地域看護学の理論的基盤」

一グローバ リズムVSロ ーカリズムー 第7回 日本地

域看護学会講演集 日本地域看護学会.2004年

9)三	 上洋 厂防煙の理論と実際一看護学生への喫煙防止

教育の必要性と具体的な教育方法」 日本看護協会神

戸 研 修 セ ン タ ー 禁 煙 支 援 リ ー ダ ー 研 修 会.2004

年2月 、 神 戸 市

10)荒 木 田 美 香 子 シ ン ポ ジ ウ ム 心 の ヘ ル ス プ ロ モ ー

シ ョ ン ー シ ン ポ ジ ウ ム 組 織 展 開 を め ざ し た 産 業 保 健

看 護 に お け る 心 の ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン 第z回 日

本 地 域 看 護 学 会.2004年6月 、 吹 田 市

11)荒 木 田 美 香 子 シ ン ポ ジ ウ ム 健 康 教 育 ・ヘ ル ス プ ロ

モ ー シ ョ ン に お け る エ ビ デ ン ス と は 何 か 看 護 学 の

立 場 か ら 日本 健 康 教 育 学 会.2004年6月 、栃 木 県

壬 生 町

12)荒 木 田 美 香 子 プ レ コ ン グ レ ス 学 校 保 健 と 地 域 保

健 が 取 り組 む 思 春 期 の 課 題 第23回 日 本 思 春 期 学 会.

2004年8月 、 つ く ば 市

13)荒 木 田 美 香 子 、 シ ン ポ ジ ウ ム 健 康 教 育 ・生 活 習 慣 の

改 善 行 動 変 容 の 促 進 地 域 保 健 と 職 域 保 健 の 連 携

一 看 護 教 育 の 立 場 か ら 日 本 総 合 健 診 学 会 
.2004

年2月 、 横 浜 市

N学 会 一 般 演 題

i.国	 際 学 会 

1)OgasawaraC,FuruhashiY,HasegawaT,KumeY, 

TakahashiI,KatayamaY,AndouM,KurodaM,Araki 

Y,YamamotoY,OkazakiS,TababeM.Nursing 

DiagnosesandNursingInterventioninJapanfor 

TerminalStageBreastCancerPatientsAdmitted

UnderDifferingCareAims.NANDA・NIC・NOC,2004, 

Illinois,Chicago,U.S.A.
 

2)ItoY,OhnoY,KasaharaS,SugiyamaH,SuY,Soda
 

M,SuyamaA.ONTHEAPPLICATIONOFPERIODANALYSIS
 

FORCANCERSURVIVALINNAGASAKICANCERREGISTRY,
 

JAPAN.26thAnnualMeetingoftheInternational
 

AssociationofCancerRegistries,September14-16.
 

2004,Beijing,China
 

3)SaikaK,OhnoY,TsukumaH,OshimaA,HasegawaT.
 

SURGICALVOLUME-OUTCOMEONSTOMACHANDLUNG
 

CANCER.26thAnnualMeetingoftheInternational
 

AssociationofCancerRegistries,September14-16.
 

2004,Beijing,China
 

4)SuY,OhnoY,SugiyamaH,SaikaK,ItoY,SodaM,
 

SuyamaA.THECHANGEOFTHECUREANDTHEMEAN
 

SURVIVALTIMEFORTHELIVERCANCERPATIENTSIN
 

NAGASAKIJAPAN.26thAnnualMeetingofthe
 

InternationalAssociationofCancerRegistries,
 

..
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September14一 正6.2004,Beijing,China 

5)OhnoY,NakamuraT,MurataK,TsukumaH,Oshima 

A.PROJECTIONSOFJAPANESECANCERINCIDENCES
 

BASEDONTHEANALYSESUSINGABAYESIAN
 

AGE-PERIOD-COHORTMODEL.26thAnnualMeetingof
 

theInternationalAssociationofCancerRegistries,
 

September14-16.2004,Beijing,China
 

6)OoeY,NakamuraA,OhnoY.ADLCHANGEWITHAGING
 

INJAPAN.2004AFARGranteeConference,November
 

18-20.2004,Washington,DC,U.S.A.
 

7)NakamuraA,OhnoY,OoeY,NakamuraT,HarukiE.
 

THECHARACTERRISTICSOFFUNCTIONALDECLINEALONG
 

WITHAGEINTHEJAPANESEHEALTHYFLDERLYPEOPLE.
 

2004AFARGranteeConference,November18-20.
 

2004,Washington,DC,U.S.A.
 

8)ArakidaM,AoyagiM,BaitoK.Whatkindofservices
 

dothesmall‐.andmedium‐scaleenterprisesdemand
 

tothecommunityhealthservice?International
 

SymposiumonOccupationalHealthinSmall‐scale
 

EnterprisesandtheInformalSector,November
 

12-15.2004,Nagoya,Japan
 

9)ArakidaM,NagaoA.Presentstateofexecutionof
 

preventivebehavioroflowbackpainandthe
 

relatedfactorsinnursesandcareworkersforold
 

peopleThe6thICONInternationalConferenceon
 

OccupationalHealthforHealthCareWorkers,
 

October7-10.2004,Kitakyusyu,Japan
 

10)ItoM,YamazakiY.Theeffectivenessofstigma
 

copingsofpeoplewithepilepsyinJapan.British
 

SociologicalAssociationMedicalSociologyGroup,
 

36thAnnualconference,Sep.2004,UK


2.国内学会

1)徳	 重あつ子、阿曽洋子、矢野祐美子、伊部亜希、

松邨敦代 寝床内気候からみたエアマットレス使

用時の体位変換時間の検討 第1回 日本褥瘡学会

近畿地方会学術集会.2004年5月 、吹田市

2)石	 澤美保子、加藤真彦、中田美奈子、保田智子、

奥田豊子、阿曽洋子 褥瘡患者の亜鉛供与量に関

する考察 第6回 日本褥瘡学会.2004年9月 、

札幌市

3)森 田瞳、真田弘美、須釜淳子、阿曽洋子、足立香

代子、須釜淳子、徳永恵子、田中マキ子、廣瀬秀

行、宮地良樹、森口隆彦 高齢者における褥瘡部

ケア用創部アセスメントツールとケアアルゴリズ

ムの臨床評価 第6回 日本褥瘡学会、2004年9

月、札幌市

4)伊	 部亜希、阿曽洋子、矢野祐美子、玉井由理子、

新田紀枝、宮嶋正子 高齢者におけるおむっ内排

泄の湿潤と組織耐久性との関連について 第6回

日本褥瘡学会学術集会.2004年9月 、札幌市

5)木 村静、阿曽洋子、矢野祐美子、伊部亜希、岡み

ゆき、徳重あっこ 全身清拭を受ける側の身体面

へ影響 第12回 日本人間工学会看護人間工学部

会総会研究会.2004年9月 、北里大学

6)徳	 重あつ子、阿曽洋子、矢野祐美子、伊部亜希、

松邨敦代 エアマットレス使用時の寝床内気候に

ついての検討 第12回 日本人間工学会 看護人

間工学部会研究会.2004年9月 、東京

7)熊	 谷有記、小笠原知枝、高橋育代、片山由加里 終

末期がん患者の家族のス トレスコーピング ー遺

族会に参加している家族における検討 一 第30

回日本看護研究学会学術集会.2004年7月 、大

宮市

8)雑	 賀公美子、大野ゆう子、杉山裕美、津熊秀明、

大島明、長谷川敏彦 肺がん外科手術例における

治療機関別手術件数と予後との関係 第14回 日

本疫学会学術総会.2004年1月 、由形市

9)杉	 山裕美、大野ゆう子、雑賀公美子、大島明、津

熊秀明、味木和喜子 結腸がんの治癒患者割合と

平均生存時間に関する研究 第14回 日本疫学会

学術総会.2004年1月 、山形市

10)大 江洋介、中村亜紀、大野ゆう子 訪問調査の中

間評価7項 目による要介護度の性差の検討 第41

回 白本 リハ ビリテー ショ ン医学会学術集 会,

2004年6月 、東京都

11)大 江洋介、中村亜紀、大野ゆう子、古川俊之 寿

命の性差と要介護度の検討 第46回 日本老年医

学会学術集会.2004年6月 、千葉市

12)中 村亜紀、大野ゆう子、大江洋介 要介護認定申

請者における要介護状態の3年 間の変動 第46回

日本老年医学会学術集会.2004年6月 、千葉市

正3)中 村正和、増居志津子、萩本明子、馬醫世志子、

大野ゆう子 禁煙指導者 トレーニングの効果に関

する研究の総括 ワークショップ方式の効果 第

63回 日本公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江市

14)三 輪のり子、成瀬優知、中村隆、大江洋介、大野

一67一
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ゆう子 脳卒中死亡率のAge‐Period‐Cohort分 析

(1報)一 脳梗塞 一 第63回 日本公衆衛生学会総

会.2004年10月 、松江市

15)成 瀬優知、三輪のり子、中村隆、大江洋介、大野

ゆう子 脳卒中死亡率のAge-Period-Cohort分 析

(1報)一 脳出血 ・クモ膜下出血一 第63回 日本

公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江市

16)千 原由香、笠原聡子、大野ゆう子、于力、石井豊

恵、伊藤ゆり 階段下降時における松葉杖使用者

の視線運動と動作特性:ア イマークレコーダによ

る分析 第63回 日本公衆衛生学会総会.2004年

10月 、松江市

17)田 中由美子、笠原聡子、大野ゆう子、雑賀公美子、

蘇瑛 アイマークレコーダを用いた階段上昇時の

視線移動解析:松 葉杖使用時の特徴 第63回 日本

公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江市

18)馬 醫世志子、大野ゆう子、萩本明子、増居志津子、

中村正和 指導技術面か らみた禁煙指導者 トレー

ニングプログラムの評価 第63回 日本公衆衛生

学会総会.2004年10月 、松江市

19)野 田裕子、大野ゆう子、笠原聡子、立花直子、八

尾正之、大倉睦美、嶋本喬 睡眠時無呼吸症候群

における要治療群判別のためのdecisiontreeに

ついての検討 第63回 日本公衆衛生学会総会.

2004年10月 、松江市

20)于 力、大野ゆう子、笠原聡子、那須郁夫 う蝕モ

デルにおけるパ ラメータ年次推移 の検討 第63

回日本公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江市

21)岸 田利香、伊藤美樹子、早川和生 筋萎縮性側索

硬化症患者の療養生活および病気理解に関する意

向と病棟看護師の支援 第7回 地域看護学学術集

会.2004年6月11日 、大阪

22)西 田好江、伊藤美樹子、早川和生ITを 用いたHIV

感染リスクアセスメントプログラムの開発 第7

回地域看護学学術集会.2004年6月11日 、大阪

23)岡 本薫、伊藤美樹子、早川和生 高齢者の新 しい

健康余命の推定の開発 第7回 地域看護学学術集

会.2004年6月11日 、大阪

24)上 田裕子、伊藤美樹子、尾ノ井美由紀、早川和生

ケアマネージャーの職種と職場の現状 第7回 地

域看護学学術集会.2004年6月ll日 、大阪

25)西 原玲子、林知里、小林葉子、尾ノ井美由紀、早

川和生 双生児言語発達とTwin-Talk現 象の関連

第7回 地域看護学学術集会.2004年6月ll日 、

大阪

26)江 口依里、尾ノ井美由紀、早川和生 発展途上国

に派遣する隊員が直面する問題 第63回 日本公

衆衛生学会.2004年10月28日

27)濱 松渓子、尾ノ井美由紀、早川和生 トルエン取

り扱い事業所における従業員の健康状態 作業環

境の規模による比較 第63回 日本公衆衛生学会.

2004年10月27日

28)村 田淳子、尾ノ井美由紀、早川和生 ロボ ット介

在活動における心理的効果の調査 第63回 日本

公衆衛生学会.2004年10月27日

29)荒 木智子、杉浦圭子、有馬志津子、伊藤美樹子、

三上洋 高齢者を介護する家族の介護状況および

介護肯定感の年齢別比較 第7回 日本地域看護学

会学術集会.2004年6月 、吹田市

30)九 津見雅美、杉浦圭子、伊藤美樹子、三上洋 要

介護者の施設入所意向とサービス利用状況 第

46回 日本老年医学会学術集会.2004年6月 、千

葉市.

31)阪 口勝彦、平野尚、吉田寛二、今中俊爾、新井誠、

京昌弘、橋本久仁彦、奥田直樹、三上洋 カルシ

トリオール静注を用いた二次性副甲状腺機能亢進

症の早期予防治療 第49回 日本透析医学会雑誌.

2004年6月 、神戸市

32)大 角和、三上洋 大企業と中小企業における定期

健康診断結果の比較検討 第63回 日本公衆衛生

学会総会.2004年10月 、松江市

33)谷 川緑、杉浦圭子、有馬志津子、三上洋 看護学

生の非喫煙継続への意志に関連す る要因の検討

第63回 日本公衆衛生学会総会.2004年10月 、

松江市

34)文 鐘聲、杉浦圭子、九津見雅美、伊藤美樹子、三

上洋 在宅介護保険利用高齢者の生活満足度を規

定する要因の検討 第63回 日本公衆衛生学会総

会。2004年10月 、松江市

35)丸 谷祐子、京田 薫、三上洋 障害有病率に入院

患者数を加味して算定した健康寿命の検 討 第

63回 日本公衆衛生学会総会。2004年10月 、松江

市

36)山 平優子、三上洋 社会的認知理論を用いた胃が

ん検診を受診する意図に関する要因の検討 第

63回 日本公衆衛生学会総会.2004年10月 、松江 

.:
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市

37)荒 木田美香子、永井道子 職場単位の精神健康と

その関連要因の検討 第77回 日本産業衛生学会.

2004年4月 、名古屋市

38)永 井道子、荒木田美香子 小 ・中学校教師のメン

タルヘルスと職場の人間関係 第77回 日本産業

衛生学会.2004年4月 、名古屋市

39)中 西俊樹、藤澤泰子、齋秀二、中川祐一、大関武

彦、荒木田美香子、永井道子、青柳美樹 出生時

から3歳 迄の体重増加が小学校4年 時及び中学校

1年 時での体格指数 ・血清脂質 ・レプチン値に与

える影響 第107回 日本小児科学会.2004年4

月、岡山市

40)中 西俊樹、斎秀二、藤澤泰子、遠藤彰、中川祐一、

大関武彦、荒木田美香子、永井道子、青柳美樹 小

学4年 生及び中学1年 生時における過体重度に影

響する因子の検討 第107回 日本小児科学会.

2004年4月 、岡山市

4D住 吉健一、鎌田隆、市山純、井上章、清水善男、

宮内利郎、西尾明、荒木田美香子 「職場復帰の

実態調査アンケー ト」及び 「職場復帰支援システ

ムの開発]第77回 日本産業衛生学会。2004年4

月、名古屋市

42)白 井文恵、池田七衣、土肥義胤 肺結核症患者の

マクロファージのBCG菌 殺菌能の低下 第77回 日

本細菌学会総会.2004年4月 、大阪市

43)大 関武彦、齋秀二、中西俊樹、中川祐一、藤澤泰

子、荒木田美香子、金森雅男 若年発症2型 糖尿

病:疫 学 ・治療 ・予後 乳幼児期の成長の肥満及び

2型 糖尿病発症に対する意義 第47回 日本糖尿病

学会.2004年5月 、千代田区

44)青 柳美樹、荒木田美香子 小中学校の虐待事例発

見の特徴と連携の現状 第7回 日本地域看護学会.

2004年6月 、吹田市

45)中 西俊樹、藤澤泰子、齋秀二、中川祐一、大関武

彦、荒木田美香子、永井道子、青柳美樹 出生時

か ら3歳 までの体重増加が10歳 及び13歳 時まで

の血清脂質に与える影響 低出生体重児と正常出

生体重児 との比較 第13回 日本脂質栄養学会.

2004年7月 、酒田市

46)宇 野暢江、荒木田美香子 中学生を対象とした性

教育におけるピア ・エデュケーションの有効性の

検討 第23回 日本思春期学会.2004年8月 、つ

くば市

47)荒 木田美香子、中野照代、藤生君江、片桐雅子、

鈴木知代、仲村秀子、山名れい子、飯田澄美子 幼

児健康診査における家族機能アセスメントに関す

る研究 一第2報 一 要経過観察者からの妥当性

の検討一 第63回 日本公衆衛生学会.2004年10

月、松江市

48)宮 本真理、荒木田美香子 低出生体重児の体重増

加量と学童期 ・思春期肥満との関係 第63回 日本

公衆衛生学会.2004年10月 、松江市

49)荒 木田美香子、笠島ありさ、高橋佐和子 養護教

諭の児童虐待の認知状況と対応および研修経験の

関連 第51回 日本学校保健学会.2004年11月 、

新潟市

50)宇 野礼子、伊藤美樹子 健康寿命の地域差を生み

出すライフスタイルの検討 第7回 日本地域看護

学会.2004年6月 、吹田市

51)萩 森紀子、伊藤美樹子 不安気質による強い育児

不安を持つ母親に対する保健師の有効な支援、第

7回 日本地域看護学会.2004年6月 、吹田市

52)井 上洋二、溝田友里、山崎喜比古、清水(丸 山)

由香、関由起子、若林チヒロ、的場智子、八巻(木

村)知 香子、伊藤美樹子、大平勝美、花井十伍、

早坂典生、小山昇孝 薬害HIV感 染患者 ・家族の

生活実態とニーズに関する調査研究一第1報:基

本設計と特徴 日本エイズ学会.2004年12月 、

静岡

53)溝 田友里、井上洋二、山崎喜比古、清水(丸 由)

由香、伊藤美樹子、関由起子、若林チヒロ、的場

智子、八巻(木 村)知 香子、大平勝美、花井十伍、

早坂典生、小山昇孝 薬害HIV感 染患者 ・家族の

生活実態とニーズに関する調査研究一第2報:ヒ

アリング中間報告、日本エイズ学会.2004年12

月、静岡

V受 賞

D発 達臨床研究賞、荒木田美香子、2004年10月 、日本

小児保健協会

特許

Vll共 同研究 ・外部資金

1)業	 務量調査 をもとにした21世 紀型大学附属病院にお

ける運営評価方法の研究、大野ゆう子(代 表)、科学

・・
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研究費補助金、基盤研究B(2)、2004年

2)看 護技術提供時の動作分析による作業効率性の評価

と看護経済性の指標の開発、阿曽洋子(代 表)、小笠

原知枝、三上洋、東照正、久米弥寿子、矢野祐美子、

高橋育代、細見明代、科学研究費補助金、基盤研究B、

2004年

3)看	 護診断の正確性 と看護ケアの質の評価 に基づ く教

育プログラム、小笠原知枝(代 表)、久米弥寿子、高

橋育代、岡崎寿美子、田邊美知子、長谷川智子、山

本裕子、科学研究費補助金、基盤研究C、2004年

4)看	 護学生に対するコミュニケーション技術教育にお

ける面接プログラム学習法の開発、久米弥寿子、科

学研究費補助金、若手研究B、2004年

5)英 国における難病患者の在宅看護と看護教育に関す

る調査研究、久米弥寿子、財団法人大阪難病研究財

団、2004年

6)松	 葉杖使用 による階段歩行時の視線及び姿勢変動、

笠原聡子、科学研究費補助金、若手研究B、2004年

7)タ ーミナル期の患者を対象とした退院支援の現状と

看護師の役割に関する研究、矢野祐美子、科学研究

費補助金、若手研究B、2004年

8)悪 性骨軟部組織肉腫患者の個別的ニー ドに応える情

報提供と情緒的サポー トー情報ネットワークシステ

ムを活用して一、高橋育代、若手研究B、2003-2004年

9)地	 域保健 と学校保健の連携による心の健康づくりプ

ログラムの開発と評価、荒木田美香子、堀妙子、永

井道子、中野照代、飯田澄美子、福永博文、文部科

学省研究費補助金、基盤研究B、2003-2004年

10)薬	 害HIV感 染者への感染告知がライフヒス トリーに

及ぼす影響、伊藤美樹子、財団法人倶申会、一般助

成、2004年

11)海 外派遣助成、伊藤美樹子、財団法人大阪大学後援

会、2004年,

12)海 外研修助成(長 期)、 有馬志津子、メイヨーメディ

カルセンター、2004年

13)奨 学寄付金、微生物学研究助成、有限会社中垣技術

士事務所、2004年

病院看護部

1.原	 著

1)後 藤美紀、平出敦 重症治療における経腸栄養の問

題 一食塩補充の検討一 静脈経腸栄養2004年19

巻1号

2.誌	 上発表

1)田	 中春美 助産教育のあ り方 と臨床現場の問題点

助産雑誌2004年58巻3号35-38頁

2)田	 墨惠子 慢性新患患者への新 しい自己管理援助コ

ンプライアンスからア ドピアランスへ 各論 「疾患

別 ・患者の自己管理援助技術」①がん 月刊ナーシ

ング ・トゥデイ2004年10巻25-27頁

3)加	 納尚美、大石時子、田中春美、山本令子 世界周

産期学会 ・助産プ ログラム を終えて 助産 雑誌

2004年58巻2号62-68頁

4)中	 島和江、八田かずよ、桑田成規、武田裕 医療情

報の標準化はどこまで医療安全に寄与できるか 一

医療スタッフの安全性情報共有に必要なWeb活 用一

第24回 医療情報学連合大会シンポジウム2004年

5)中	 島和江、八田かずよ、岡本典子、武田裕 シリン

ジポンプを用いて投与する注射薬の準備におけるイ

ンシデン ト発生のリスクとプレフィル ドシリンジ製

剤使用の効果 病院管理2004年14巻4号17-26頁

6)原 麻衣子、黒瀬泉、村上聖女 帝王切開後経膣分娩

(VBAC)に おける分娩所要時間 と分娩予測の検討

大阪母性衛生学会雑誌2004年40巻1号22-25頁

7)今	 田恭子、吉岡キヨ子、河村有亜、長岡淳子、田中

春美、矢田(橋本)美 奈子、下屋浩一郎、村田雄二 周

産期医療におけるDV(ド メスティックバイオレンス)

スクリーニングの取 り組み 大阪毎性衛生学会雑誌

2004年40巻1号30-32頁

8)藤 原優子、上田博美、宮川潤一朗 糖尿病患者ケア

にお ける外来 と病棟の連携NursingToday2004

年10巻44-46頁

9)梅	 田英子、錦戸咲子、山本佳奈代、大石雅子、伊藤

憲子 子 どもの苦痛を和 らげる内服援助 小児看護

2004年27巻2号225-228頁

10)上 田博美、鍋谷佳子 感染対策 心臓手術の患者管

理AtoZHEARTnursing2004年17巻7号73-81


頁


3.学	 会発表

1)堀	 井菜緒子、秦節子、筑木明子、井本麻美、井 口和

江、前田正美 生体腎移植における腎提供者に対す

る術前看護援助の現状と考察 一心理的側面か ら見

た看護援助の見直し一 第37回 日本腎移植学会.

2004年

2)小	 巻正泰、團寛子、三木秀宣、西井孝、.菅野信彦 人

工股関節置換術後における早期シャワー浴の臨床効

果の検討 第31回 日本股関節学会看護 ・リハ部門.

2004年

一70一
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3)嶋	 田成美 手術看護におけるリスクマネジメントの

実際 一手術部安全対策検討会と再発防止策実践ま

での一事例一 西日本手術部学会.2004年

4)井	 筒正子、宮脇澄恵、山本智美 転倒転落アセスメ

ントスコアシー トと看護師の直観の判断理由との関

係 第31回 日本脳神経看護研究学会.2004年

5)後	 藤美紀 重症治療における経腸栄養の問題 一食

塩補充の検討 一 第18回 日本静脈経腸栄養学会.

2004年

6)京	 力深穂 救急車同乗研修における実態調査 第90

回近畿救急医学研究会看護師部会.2004年

7)島	 袋正恵 看護記録内容の現状と看護師の認識調査

第90回 近畿救急医学研究会看護師部会.2004年

8)井 上奈央、岩崎朋之、柿添真由美、長谷川利路 生

体肝移植を受けた患児を持つ家族に対する看護介入

一死の転帰をとった1症 例を経験して一 第22回 日

本肝移植研究会.2004年

9)田	 墨惠子、入江由美子、岡本禎晃、住谷昌彦、広常

秀人、恒藤暁、小笠原知恵、柴田政彦、川瀬一郎当

院における緩和ケアチームの活動報告 一活動開始後

3ヶ 月が経過 して一 第9回 癌 とQOLセ ミナー.

2004年

10)長 坂正子、佐藤浩美、山田容子、坂東 昌子 外照射

を受ける患者がもつ放射線治療に対する認識の変化

一放射線 放射線治療に関するオ リエンテーション

用紙による説明前後の変化一 第9回 癌とQOLセ ミ

ナー.2004年

11)田 墨惠子、長谷川久巳 大学院CNSコ ースでの学び

とがん専門看護師としての実践 第24回 日本看護科

学学会.2004年

12)福 田祥子、神田真澄、田墨惠子、安藤昌代 セルフ

ケア支援に注 目した乳癌患者用化学療法ダイアリー

の作成 一成人看護1一 第35回 日本看護学会.

2004年

13)福 本まり子、小澤絵里、田墨惠子、安藤昌代 乳癌

広背筋皮弁再建術患者用クリニカルパスの有用性一

成人看護1一 第35回 日本看護学会.2004年

14)伊 藤安子、田墨惠子、安藤昌代 乳癌術後患者の清

拭に関する思い 一成人看護1一 第35回 日本看護

学会.2004年

15)日 向裕子 医師と看護師の情報交換に関す る認識の

相違 一看護管理一 第35回 日本看護学会.2004

年

16)木 村澄子、岩崎朋之、三島彩子、柿添真由美、河上

智香、藤原千恵子 手術 目的で初めて入院する乳幼

児をもつ両親の不安の差異 一小児看護一 第35回

日本看護学会.2004年

17)丸 本早苗 医療スタッフ問におけるドレーン排液観

察時の表現方法に関する実態 平成16年 大阪府看護

研究学会.2004年

18)姫 野理恵、永松彩子、井 口和江、前田正美 生理的

変化 と心理的影響か ら見た眠前フッ トケアの効果

一ホッ トパックとマッサージの実施一 平成16年 大

阪府看護研究学会.2004年

19)片 山圭子 短期入院を繰 り返す境界性人格障害患者

に関わるプライマ リナースの役割意識変化 一精神

看護一 第35回 日本看護学会.2004年

20)村 上聖女 当院の重症未熟児室および新生児室にお

ける光環境の検討 ‐DevelopmentedCareの 観点

から一 第14回 日本新生児看護学会.2004年

21)小 川馨 心臓移植希望患者に対するレシピエ ントコ

ーディネーターの役割 第40回 日本移植学会総会 .

2004年

22)久 保田香、能芝範子、鹿島泰子 自発呼吸シュミレ

ーターを用いた看護教育プログラム ーグラフィッ

クモニターを呼吸アセスメントに活用する一 第26

回日本呼吸療法医学会学術総会.2004年

23)米 谷良美 看護過程を支援する看護支援システムの

構築 一電子カルテ導入に向けて一 第10回 日本看

護診断学会.2004年

24)佐 藤香 看護経験が及ぼす転倒 ・転落予防への臨床

判断 一ビデオによるアセスメントー 第31回 日本

脳神経看護研究学会.2004年

25)森 恵子 看護記録に対する病棟看護師の経験年数別

意識調査 第31回 日本脳神経看護研究学会.2004年

26)西 野由紀子 排泄援助における患者の苦痛 に及ぼす

看護師の対応に関する実態調査 第31回 日本脳神経

看護研究学会.2004年

27)早 川友理、京力深穂、福田久美 不眠を訴える患者

の睡眠を妨げる原因 第6回 日本救急看護学会学術

集会.2004年

28)岩 田幸代、塚田なおみ、赤根寿里、有馬美緒子、水

谷綾子、梅下浩司、中田精三、向井克容、細野昇手

術用ガウンの清潔は手術を通して維持されているか

第26回 日本手術医学会誌.2004年

29)原 麻衣子、村上聖女、黒瀬泉 帝王切開後経膣分娩

(VBAC)に おける分娩所要時間と分娩予測の検討

大阪母性衛生学会学術集会.2004年

30)今 田恭子、吉岡キヨ子、河村有亜、長岡淳子、田中

春美、矢田(橋本)美奈子、下屋浩一郎、村田雄二周

産期医療におけるDV(ド メスティックバイオ レンス)

スクリーニングの取 り組み 大阪母性衛生学会学術
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集会.2004年

31)佐 藤恵梨佳、楠本ユキ、高岩さゆり、合田典子、奥

田博之、山本尚武 体位 と下腿循環の関連について

一皮膚血流 ・皮膚温の検討一 第45回 日本母性衛生

学会総会学術集会.2004年

32)谷 川緑、杉浦圭子、有馬志津子、三上洋 看護学生

の非喫煙継続への意思に関連する要因の検討 第63

回日本公衆衛生学会総会.2004年

33)武 敦子、永井利三郎、増田有美 気管支喘息を持っ

小学生の保護者へのアンケー ト調査 一保護者の思

いについて 一 第51回 日本小児保健学会.2004年

34)藤 原優子 注入 プログラム可能なCSII機 種変更に

あたっての看護上の問題点 第2回 近畿CSIIフ ォー

ラム.2004年

35)藤 原優子 フットケアの実践 日本看護 ・社会 ・政

策学会 第17回 研修会.2004年

36)藤 原優子 看護師が行 う糖尿病患者のフッ トケア

京都透析ASO講 演会.2004年

37)藤 原優子 糖尿病患者のFootCare第8回 糖尿病

と末梢循環障害研究会.2004年

38)藤 原優子 糖尿病足病変 とフッ トケア 第70回

IIDES糖 尿病研究会.2004年

39)片 山千嘉、藤原優子、上田博美、岩橋博見、宮川潤

一朗PAID日 本語版の各項目と糖尿病治療・自己管

理状況 との関連 第41回 日本糖尿病学会近畿地方会.

2004年

40)秋 元環、柏木理恵子、倉恒弘彦 乗馬に伴 う人の循

環系 ・呼吸器系活動の変化(第2報)第15回 日本

臨床スポーツ医学会学術集会.2004年

41)秋 元環、池田卓也、倉恒弘彦 馬場馬術競技による

循環系の影響 ホルター心電図による検討 第15回

日本臨床スポーツ医学会学術集会.2004年

42)斉 藤美紀子、久保田香 心臓移植後の患者管理 第1

回日本 レシピエン ト移植コーディネーター研修会.

2004年

43)斉 藤美紀子、小川馨、久保田香、福岡富子、伊藤壽

記、高原史郎、福嶌教偉、南正人、堂野恵三、白倉

良太、松田暉 当院におけるレシピエントコーディ

ネーターの現状と課題 第40回 日本移植学会総会.

2004年

44)斉 藤美紀子 第13回 全国移植者スポーツ大会に参加

して 近畿膵移植検討会.2004年

45)小 川馨、堂野恵三、梅下浩司、丸橋繁、斉藤美紀子、

久保田香、門田守人 救命センターを中心とした急

性肝不全患者の受け入れとレシピエ ントコーディネ

ーターの役割 第40回 日本移植学会総会 .2004年

46)久 保田香、斉藤美紀子、福嶌教偉、松宮護郎、門田

治、高島成二、堀正二、福岡富子、金倉譲、松田暉

心移植患者の服薬管理におけるレシピエン トコーデ

ィネーターの役割 第22回 日本心臓移植研究会学術

集会.2004年

4.輪 番制研究

D堤 裕子、砂山陽子、廣田幸代、識名和世 患者用ク

リティカルパス導入における患者の満足度調査(心

臓血管外科 ・外科共通病棟)2004年

2)谷 口希江、小林薫、圓見千代 子宮内胎児死亡 を経

験 した母親への看護介入の検討 一看護師の戸惑

い ・関わ りにおける意識調査と対策効果を通 して一

(産科 ・婦人科病棟)2004年

3)川	 地文子、浅野優子、平田アサ子、松岡千恵子 カ

テーテルシングルユース方式を取 り入れた気管内吸

引マニュアルの作成(耳 鼻咽喉科病棟)2004年

4)井	 筒正子、宮脇澄恵、山本智美 神経疾患患者 の転

倒・転落予測に対する看護師の直観の判断理由(神経

内科 ・脳卒中 ・皮膚科病棟)2004年

5)植	 田真由美、丸山由美子、天野由美子、中土居智子

消化器外科患者用クリティカルパス使用における実

態調査(消 化器 ・呼吸器外科病棟)2004年

6)影	 山智子、藤岡恵子、北畠知代子、井出紀世、佃順

子 視力障害のある糖尿病患者にフットケアプログ

ラムを導入して(眼 科病棟)2004年

7)吉 村真貴、吉田佳代、芳田志寿江、森岡美香 観察

項目の評価方法に関する当病棟での現状 一観察ス

ケール導入前後での比較一(小 児科病棟)2004年

8)藤 本法子、松岡明子、大森淳子、岩槻聡子 高次脳

機能障害患者の転倒転落場面の分析 一術後回復過

程で転倒を繰り返した患者への転働転落防止への援

助一(脳 神経外科病棟)2004年

9)田	 中久美子、垣内智子、豊田みゆき、岩崎朋之 在

宅中心静脈栄養法プロ トコールの作成(小 児外科病

棟)2004年

10)立	 川知恵、藤田洋子、池内友子 消防活動に関する

知識の習得状況調査(放射線部)2004年

5.3年 目研修研究 

1)	 藤川佳子 開腹術後創離開を起 こした患者に対する

看護ケアの実態と今後の看護介入の検討(産 科 ・婦

人科病棟)2004年

2)	 福本まり子 乳癌広背筋皮弁再建術患者用クリニカ
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ルパスの有用性(乳 腺内分泌外科 ・形成外科病棟)

2004年

3)天	 野裕子 術後、回復室入室患者が不快 と感 じる病

床環境 一物理的環境因子に焦点をあてて一(泌 尿

器科病棟)2004年

4)石	 井あゆ子 術後患者に対する含漱方法の改善 一

より爽快感の得 られ る方法を目指 して一(乳 腺内分

泌外科 ・形成外科病棟)2004年

5)北	 野良子 術後創処置に対する患者の意識調査(消

化器外科病棟)2004年

6)片 山千嘉 糖尿病患者の感情負担度 と自己管理実施

状況の調査(内 分泌 ・免疫ア レル ギー内科病棟)

2004年

7)木	 下真里 インス リン自己注射導入が困難な要因の

一考察(内 分泌 ・免疫アレルギー内科病棟)2004年

8)荒	 岡広子 化学療法を繰 り返 し受けている婦人科が

ん患者 の副作用に対す る自己管理方法の実態(産

科 ・婦人科病棟)2004年

9)福	 田祥子 乳がん患者用化学療法ダイア リーの効果

一セル フケア支援に注 目して一(乳腺内分泌外科 ・形

成外科病棟)2004年

10)後 藤美樹 肝癌術後で動注化学療法を併用 したイン

ターフェロン療法を受ける患者向けパンフレットの

作成と内容の検討(消 化器外科病棟)2004年

11)平 野恵美 処置室で末梢ルー ト確保を受ける子 ども

の援助に関する看護師と親の意識(小 児外科病棟)

2004年

12)姫 野理恵 フットケアの工夫により睡眠へのケア向

上を試みて(泌 尿器科病棟)2004年

13)西 野由紀子 排泄援助における患者の苦痛に及ぼす

看護師の対応に関する実態調査(脳 神経外科病棟)

2004年

14)寺 田好美 尿道カテーテル留置中の膀胱刺激症状に

対する音楽の効果(泌 尿器科病棟)2004年

15)平 井里依子 造血幹細胞移植患者に対する口腔内観

察表の有効性の検討(特 殊診断治療部)2004年

16)重 親加奈子 放射線療法における有害事象に対する

実際の看護介入と患者ニーズとのズレ(放 射線科 ・

麻酔科 ・総合診療部 ・アイソトープ病棟)2004年

17)長 坂正子 外照射を受ける患者がもつ放射線治療に

対す る認識の変化 一放射線 ・放射線治療 に関する

オ リエ ンテーション用紙導入前後の比較一(放 射線

科 ・麻酔科 ・総合診療部 ・アイソトープ病棟)2004
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年

18)吉 田麻美 内診室の改善による精神的苦痛の緩和効

果(産 科 ・婦人科病棟)2004年

19)伊 藤安子 乳がん術後患者の清拭に関する思い 一

ボデ ィイメー ジに焦点を当てて一(乳 腺内分泌外

科 ・形成外科病棟)2004年

20)井 本麻美 インフォーム ドコンセン ト同席時におけ

る看護師の役割についての検討(泌 尿器科病棟)

2004年

21)片 岡絵里 小児科病棟 における同胞面会のあり方に

ついての検討(小 児外科病棟)2004年

22)山 名田陽子 当病棟における医療材料の使用数 と価

格に関する医療者の認識と実態(心 臓血管外科 ・外

科共通病棟)2004年

23)藤 真由美 無菌室における声掛けの音量と距離の関

係(血 液腫瘍内科病棟)2004年

24)森 恵子 看護記録に対す る病棟看護師の意識調査

(脳神経外科病棟)2004年

25)吉 田佳代 自己表現できない小児の観察事項の表記

方法の実態(小児科病棟)2004年

26)山 本可奈子 看護師の服薬指導に対する認識および

指導 と薬剤師との連携の実際(心 臓血管外科 ・外科

共通病棟)2004年

27)大 西郁恵 聴診器の汚染度の実態調査(血 液腫瘍内

科病棟)2004年

28)栃 原志津江 易感染患児の付き添い家族へのグリッ

ターバ グを用いた手洗い指導の効果(小 児科病棟)

2004年

29)日 高由理子 免疫患者の足病変事例にっいて(内 分

泌 ・免疫アレルギー内科病棟)2004年

30)茨 木美千子 当病棟における内服インシデン トの実

態(乳腺内分泌外科 ・形成外科病棟)2004年

31)佐 藤香 看護経験が及ぼす転倒・転落予防への臨床

判断 一ビデオによるアセスメン トー(脳 神経外科

病棟)2004年

32)高 岡寿江 看護師に対するデスエデュケーションの

必要性の検討(消化器内科病棟)2004年

33)李 光成 手術室外回り看護業務学習 ビデオの作成

(手術部)2004年

34)金 澤千智 手術操作により発生する粉塵の実態 と医

療従事者の防御意識(手 術部)2004年

35)目 向裕子 医師と看護師の連携を阻害している要因

の検討(血 液腫瘍内科病棟)2004年
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36)田 口睦美 業務内容を変更す る時の看護師の心理

一上肢からの心臓カテーテルの移送方法をベッドか

ら車椅子ヘー(循 環器 ・腎臓 内科病棟)2004年

37)新 久美 癌患者家族の抱えるス トレスについて(消

化器内科病棟)2004年

38)久 野井悦子 下咽頭悪性腫瘍よ り術後無喉頭者とな

った患者の障害受容過程について(耳 鼻咽喉科病棟)

2004年

39)城 地杏奈 化学療法を受ける思春期悪性腫瘍患者の

ス トレスコーピング行動の検 討(整 形外科病棟)

2004年

40)織 田美幸 家族性大腸繊維腫瘍(FAP)か らデスモイ

ド腫瘍を合併した若年成人の入院過程 一生活の変

化に着目して一(消 化器 ・呼吸器外科病棟)2004年

41)加 藤園美 強い不安を訴える患者の不安内容と精神

的援助 一生体肝移植レシピエントの一事例 を通し

ての研究一(消化器外科病棟)2004年

42)木 村直美 妊婦の出産準備行動に対する取り組み状

況と取 り組みを阻害する要因(分娩育児部)2004年

43)藤 岡恵子 糖尿病網膜症患者のフッ トケアへの看護

介入の現状 と問題点(眼 科病棟)2004年

44)影 山智子 糖尿病網膜症患者のフッ トケアにおける

問題点 一自己効力を低下させる要因とは一(眼科

病棟)2004年

45)原 田雅子 食道がん手術患者が抱 く術前のイメージ

と術後状態のギャップからみた術前オリエンテーシ

ョンの検討(消 化器外科病棟)2004年

46)中 井真美 禁煙を実行できない患者の保健行動をも

とにした禁煙指導方法の検討(循 環器 ・腎臓内科病

棟)2004年

47)平 田恵 頭頚部悪性腫瘍患者の療養環境の改善 一

臭気の観点から一(耳 鼻咽喉科病棟)2004年

48)福 田倫子 筋肉注射による痛みの緩和方法(消 化器

内科病棟)2004年

49)羽 立知里 舌癌術後の嚥下・摂食障害患者に対する

嚥下訓練食の検討(耳 鼻咽喉科病棟)2004年

50)石 川明美 外来化学療法へ移行する患者への身体

的 ・精神的ケアの実態(老 年高血圧 ・呼吸器内科病

棟)2004年

51)浴 森恭子 眠剤に対す る看護師の意識調査(整 形外

科病棟)2004年

52)丸 本早苗 ドレーン排液観察時の表現方法に関する

実態(心臓血管外科 ・外科共通病棟)2004年

53)二 位希美 術後患者における安楽な洗髪体位 の検討

(心臓血管外科 ・外科共通病棟)2004年

54)池 内真奈美 神経内科脳卒中科の退院支援における

アセスメン ト用紙使用の有効性(神 経内科 ・脳卒 中 ・

皮膚科病棟)2004年

55)村 上聖女 重症未熟児室および新生児室における光

環境の検討 一DevelopmentalCareの 観点か ら一

(分娩育児部)2004年

56)大 土井栄味子 全身麻酔科で手術を受ける患者の潜

在的ニーズ(手術部)2004年

57)塚 倉千知 側臥位手術で使用する腋窩枕の形態が上

腕動静脈に及ぼす影響 一超音波血流 ドップラーを

用いて一(手術部)2004年

58)新 開裕幸 初療待機中の家族援助マニュアル使用に

よる援助内容の検討(高 度救命救急セ ンター)2004

年

59)早 川友里 当救命センター内ICUで 不眠を訴える患

者の睡眠を妨げる要因の分析(高 度救命救急センタ

ー)2004年

60)野 田かおり 顎間固定患者における効果的なウオー

ターピック使用方法の検討(歯 学部)2004年

6D岩 蕗佳代子 骨きり術手術前後の不安の変化(歯 学

部)2004年
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